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グッドプラクティスの選定プロセス及び選定基準
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■プロセス1
講師用報告書を資料とし、「グッドプラクティス抽出要素」、「選定基準」（次ページ）をベースに、JaLSAの監修のもと候補を抽出

■プロセス2
グッドプラクティスの学校への通知、及び内容の確認（必要に応じて内容の加筆、修正）

■プロセス3

有識者、JaLSAによるグッドプラクティスの最終確認及び決定



グットプラクティス抽出要素（主要要素抜粋）及び選定基準
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１．授業展開及び内容

●授業に参加しやすい環境づくり

・授業の開始時などに今日の出来事などを話してもらうなど学習者間の交流を促進する、ペアワーク、促進レベルによっては母語でのサポートがあるなど

オンラインで学ぶ学習者が不安を感じずに参加できる環境を整えている

●学習者の日本語レベルに合わせた課題や授業内容の設定

・学習者がクリアしやすい課題の設定などがされている

・A１～Cの日本語レベルにあわせた授業展開が実施されている

●情報（内容）を共有しやすい環境づくり

・活動のテーマや学習内容の説明、発表内容の共有の方法（やり方）が工夫されている

●アウトプットに重点を置いた授業

・反転授業を積極的に取り入れるなど、アウトプットに重点を置いた授業を実践されている

●授業進行において、一連のPDCA的な要素が組み込まれている

・教師とのやり取り、ペアワーク、グループワークを通して理解出来ていない部分の確認と指導、感想など

●実践的な授業内容

・日常会話、ビジネス会話、が実際に話せるようになることに重点

・実際の日常・ビジネスシーンの想定による授業に重点 例）実際の日常・ビジネスシーンの想定によるロールプレイなど

・実際に日本で生活できることに重点 例）日本のマナーや文化、生活習慣などの理解

●教師と学生の１対１のやり取りを通じてレベルを把握

●学習者同士のペアワーク、ディスカッションを行う中で、教師からのフィードバックや他の学習者のアウトプットを聞くことで把握するなど、

（教師と）学習者自身が（自分のレベルを）把握

●言語テストの活用で把握

２．学習者の学力レベルの把握

●学習目的、レベル、オンライン授業の形式に合わせた教材の選定や、オリジナルの授業用動画やスライド等を活用している

（例1）来日が決まっている待機生のクラスで、日本語学校入学後の学習に慣れることを想定しているため、クラスで使用している教材を選んでいる

（例2）学校がある地域を知ってもらうという目的のため、市販教材を使用せずに、オリジナルのスライドを作成し、それを教材として活用している

（例3）オンデマンド型授業のために、Ａ１の学生のために翻訳を入れたり、繰り返し見て楽しめるような工夫をした動画を作成した

３．教材の有効活用

●カメラやチャット、ブレイクアウトルーム機能、GoodNotes、Quizlet（クイズレット）、Padlet、漢字の書き順アプリなどツールの有効活用

４．ツールの有効活用

5．選定基準

●目標（課題設定）、授業内容、評価方法に一貫性がある

●レベルと目標の整合性がある

●言語活動と授業内容の整合性がある

★オンラインの特性を活かした工夫がされている

★学校ならではの特色があり、他の学校の参考となる

★学習者のレベル、母語、学習目的を踏まえた工夫がされている



グットプラクティス一覧
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学校名 番号 コース名 レベル スタイル 目的 言語活動

1 会話練習　ハイフレックスＡ１コース A1 ハイフレックス 一般 話す（やりとり）

2 遊べる学べる日本（初級） A2 オンラインのみ 一般 聞く

3 ハイフレックス一般A2コース A2 ハイフレックス 一般 話す（やりとり）

4 ハイフレックス一般A2コース A2 ハイフレックス 一般 読む

5 基礎日本語 A2 オンデマンド 進学 書く

6 基礎日本語 A2 オンデマンド 進学 日本事情・日本理解

さきたま国際学院 7 進学準備コース　【N5】D A1 ハイブリッド 就職 書く

東京外国教育学院 8 進学コース（初級） A2 ハイブリッド 進学 話す（やりとり）

9 初級授業体験コースロシア向け（初級） A1 オンラインのみ 就職 話す（やりとり）

10 JLPTN5直前対策 A1 ハイフレックス 一般 その他

11 アカデミックジャパニーズ聴解コース2 B2 ハイブリッド 進学 話す（やりとり）

12 動画で学ぶ日本語　東京・箱根 C オンラインのみ 進学 話す（やりとり）

13 動画で学ぶ日本語　大阪・京都 C オンラインのみ 進学 話す（発表）

14 就職活動準備コース C ハイブリッド 就職 話す（発表）

15 就職活動準備コース C ハイブリッド 就職 読む

16 ハイブリッド一般A2コース A2 ハイブリッド 一般 話す（やりとり）

17 ハイブリッド一般A2コース A2 ハイブリッド 一般 話す（発表）

18 オンデマンド一般B1コース B1 オンデマンド 一般 聞く

19 オンデマンド一般B1コース B1 オンデマンド 一般 日本事情・日本理解

20 オンデマンド一般B2コース B2 オンデマンド 一般 日本事情・日本理解

神戸YMCA学院専門学校日本語学科 21 夏期集中コース（観光） A2 ハイブリッド 一般 話す（やりとり）

市川日本語学院 22 N5文法③（12月） A2 オンラインのみ 一般 話す（やりとり）

23 進学準備コース A1 オンラインのみ 進学 聞く

24 進学準備コース A1 オンラインのみ 進学 日本事情・日本理解

25 ハイブリッド進学A1コース A1 ハイブリッド 進学 話す（やりとり）

26 ハイブリッド進学A2コース A2 ハイブリッド 進学 話す（発表）

27 ハイブリッド進学A2コース A2 ハイブリッド 進学 聞く

28 オンデマンド一般コース(A2) A2 オンデマンド 一般 話す（やりとり）

29 オンデマンド一般コース(A2) A2 オンデマンド 一般 その他

30 オンデマンド一般コース(B1) B1 オンデマンド 一般 話す（やりとり）

ITカレッジ沖縄 31 一般コース A1 ハイブリッド 一般 話す（発表）

早稲田進学館中野校

アジアンインターナショナル

仙台ランゲージスクール

行知学園第二附属日本語学校

新白河国際教育学院

JCLI日本語学校

翰林日本語学院

ファーストスタディ日本語学校大阪本校
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レベル A1 スタイル ハイフレックス 目的 一般 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

初級総合教材を活用した事前学習の後の「話す（やりとり）」を中心とした指導実践。動画

による語彙・文法の事前学習の後、それらを活用した会話を練習する指導実践

教育機関名 早稲田進学館中野校 コース名 会話練習 ハイフレックスＡ１コース

受講人数 5名 受講生年代 20代/30代/40代以上 受講生居住国 中国/台湾/日本

授業の

ポイント

導入イラストから「こんなときどう言うか」を推測させ、言わせる。その後導入CDを聞き確認。パ

ターン練習を経て最後に実際に「使う」活動として話題を設定し会話をさせた。人数が減り参加

メンバーが安定してからは各学生の故郷や実際の生活について導入文型を使って話す、尋ね合

う活動も取り入れ、それぞれの地域の観光地や食事、気候、有名なポイントについての下調べ

をこちらで十分に行い、それを話題にすることで、より実践に近い会話ができたように思う。

特に工夫した点としては教室とオンラインの双方向に効率よく指示を行うため一挙手一投足ま

でをPPT上で行った点で、うっかり音声や声の指示を聞き漏らしても、画面を見ればすぐに今の

指示内容が理解できるようにした。これにより時間を効率よく使うことができたが、逆に言えばこ

れをしないと効率良いハイフレックスは難しいとも言える。ただ指示を「見る」活動に専念するあま

り、耳で指示を受け取ることが若干疎かになった点も否めず、やや過保護気味だったかもしれな

い。

選定

ポイント

A1レベルに合わせた課題設定を行い、課題達成までに丁寧なスモールステップを設けて

いる。予習動画を使用することで、アウトプット中心に授業展開ができている。学習者

同士がお互いに日本語を使って尋ね合う活動をすることで学習動機の向上につながっ

ている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

個人的なことについて簡単な質問を聞いたり、答えたり、することができる。

個人的なことや、住んでいる場所について、簡単な語句を並べて説明することができる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(株式会社アルク 「でき

る日本語 初級本冊」)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
パフォーマンス評価⇒スピーチやプレゼンテーション,ロールプレイ

学習

効果

(総括)

コースを最後まで参加した男子学生は留級候補だったが、会話力を伸ばし、本課の授業でも自信

をつけ、成績を大きく伸ばし進級した。もう一人の女子学生は期末テストで成績を伸ばしたため、

順当な進級ではなく飛び級とした。いずれの学生も事前配布動画をしっかり見てきており、今コー

スについては予習の習慣づけとしても、補講としても意義があり、弊社のカリキュラムに組み込んで

もよいのではないかと感じた。反省点としては、コース序盤に学生たちにコース参加の意義を正しくア

ピールすることができず、大半の学生が初回授業で離脱してしまった。先にも述べた通り、結果とし

て完走した学生に関してはそれなりの意義があったため、事前説明もじっくり時間をかけて行うべき

だった。

コースの概要

概要：初級テキスト「できる日本語」を用いて、各課で提示される状況イラストから「こんなとき何と言うか」を考え、自分の知っている日本語で話すトレーニングを行う。

受講学生：台湾(台北、高雄在住の社会人2名)と、弊社所属の学生(初級2名)が本科の補講として、コース終盤から初級学生のルームメイト(上級所属)が参加

目的：多少日本語知識があるものの、発話機会に恵まれなかった学生たちを状況イラストを用いて場面ごとの会話に連れ出し、日本語への親しみ、会話力の向上を目指す。

1グッドプラクティス



6

レベル A2 スタイル オンラインのみ 目的 一般 言語活動 聞く

実践

内容
日本各地の観光地を紹介する動画教材を使用した指導実践

教育機関名 早稲田進学館中野校 コース名 遊べる学べる日本（初級）

受講人数 8名 受講生年代 10代/20代 受講生居住国 中国/台湾

授業の

ポイント

「遊べる学べる」「トラベル学べる」では初級学習者にとってはかなり難しい表現やくだけた会話

表現があったが、まずは視聴して聴きとれた表現、語彙を確認した。

その後、初級レベルかどうか、よく耳にする語彙（カタカナ語を多めに）や表現（会話でよく使

うもの）かどうかという観点から、ある程度絞ってそれを説明。受講者が全て中国語圏だったた

め、特に苦手とするカタカナ語の聴き取りを重点的に行い、元の英単語と合わせて発音の違い

や使い方を確認した。また、表現はN5レベルでも十分理解できて会話でよく使う表現を選んだ。

説明する時は、オンライン授業だったのでPPTに画像を多く入れたり、「アニメーション」機能を多

用したりして飽きさせない工夫をした。

そして、動画の中でその語彙表現が使われた場面だけ再生して再視聴。

最後に、習った表現を用いた、パターン化された会話練習を行い、その中から一部ごく短いロー

ルプレイまで進んだ。自ら発話することで、聴き取りの力も向上させる。 選定

ポイント

受講生のレベルに応じた動画教材の利用をしている。また受講生の特性をふまえた上

で、ポイントを絞って「聞く」練習を行っている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

講師の話す初級レベルの日本語が聴きとれて、こちらの簡単な質問にレベル相応の語彙や文型を使って応じることができる。

レストランや窓口で店員や係員の簡単な日本語が聴きとれ、その場面でよく使われるごく基本的な表現を使って応じることができる。

友人が発話する「気持ちや状況を表す日本語」が聴きとれ、それにごく簡単な言葉で、同意する等して応じることができる。

使用

教材

動画教材 「遊べる 学べる」/動画教材 「トラベル 学べる」/「世界遺産姫路城

VR映像を活用したオンラインフィールドワーク」教材

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法

パフォーマンス評価⇒ロールプレイ・その他のパフォーマンス評価(授業時の講師が言ったこ

とが理解できているかどうか)

学習

効果

(総括)

コースの性格上聞くことに関しては復習ができなかったことと、授業時間自体の少なさか

ら、実際にどれほど聴解力が向上したか測定はできないが、少なくとも以下のことについ

ては達成できた。

①くだけた日常会話表現の中に初級レベルの文法・語彙で十分聞き取りが可能なも

のがあること、またそれらが実際によく使われていることを理解する。

②日本語のカタカナ語がもとの英語とは全く違う発音であり、（語によっては使い方も

含めて）別の言葉であることを理解する。

③聞き取りの際にもカタカナ語が重要であることを認識する。（中国語圏の学習者は

頭の中で漢字変換できないカタカナ語の語彙を苦手とする傾向がある）

コースの概要

日本語レベル：Ａ２。受講対象者：中国と台湾に在住する来日希望者（旅行、留学、就職等理由は問わず）授業形式：ZOOMによるオンライン授業。

目的：日本に関心がある（日本に来てみたい）という中国語圏の日本語学習者を対象に、日本の観光地や文化を紹介しながら、その場面ごとに必要とされる初級レベルの日本語を教

える。（誰でも気軽に参加できるよう自宅学習は強制しない。）教材：「遊べる学べる」「トラベル学べる」の東京（チームラボ・未来日本酒）箱根（箱根神社）大阪（USJ）姫路城

2グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル ハイフレックス 目的 一般 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

動画による語彙・文法の事前学習の後、それらを活用した会話を練習する指導実践

会話動画の事前視聴の後、語彙・表現等を解説する指導実践

教育機関名 新白河国際教育学院 コース名 ハイフレックス一般A2コース

受講人数 5名 受講生年代 10代/20代 受講生居住国 ネパール/日本

授業の

ポイント

動画教材をベースにしたロールプレイ、大切な表現のコーラス等。

使用した動画教材（「つなひろ」）の場合、学生が理解できる言語の字幕も使うことができた

ので、まずは全体的に場・内容を理解してもらうことに重点を置いた。その上で、まとまった表現

の映像を繰り返し復習させて、まとまりのある日本語表現の発話ができることの喜びを感じて体

感してもらった。オンラインで参加する学生には発話の機会を与えることに特に気をつけた。なお

受講生により要求した事前学習をしていない場合もあったので、その場合は、授業内で再度動

画を見せた上で授業を実施した。
選定

ポイント

日本での生活を想定した具体的な課題設定があり、それに向け、アウトプット中心の

授業を行っている。動画を使用することでやりとりが行われる場面、しぐさなどの非言語

の情報をわかりやすく示すことができている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

場面に応じて、適切なあいさつの表現ができるようになる。店で店員との簡単なやりとりで要望を伝えたり商品について尋ねたりして買い物や返品はできるようになる。飲食店で注文・支払

いをたりお薦めを尋ねたりできるようになる。宅配便の制度を知り宅配便を送ったり受け取ったりできるようになる。周囲の人に道や所要時間を尋ね、また電車を利用するなどして目的地に

行けるようになる。周囲の人に道や所要時間を尋ね、また電車を利用するなどして目的地に行けるようになる。Ex)「日本語教育の参照枠」（文化庁）39頁A2(31),(32)等

使用

教材

市販の教材(『できる日本語 初級』『できる日本語 初中級』（アルク）)/日本語

学習用のWEBサイトやオンライン教材(つながるひろがるにほんごでのくらし)

使用

教具

レアリア（教室内にある机や飲料、窓から見える町にある物等）・生教材（インター

ネット上の一般のサイト等）を使用してそれらをもとにした会話指導

評価

方法
パフォーマンス評価⇒ロールプレイ

学習

効果

(総括)

動画を用いることで表現を場面に結びつけて捉えることができた点は良かった。

他方、課した事前学習としてのビデオ視聴をしていていない学生も見受けられるなどの

問題があった。ハイフレックス（オンデマンドも）は学習意欲の高い学生であれば一定

の学習効果をあげられそうに思うが、学習意欲は学生により異なるため、実際の授業

で効果を上げるのは難しい側面もあるように思う。

コースの概要
日本語の学習を通じて日本留学の意思を維持し,又は強化するための本校への留学希望者並びに本校の学生の日本語能力のさらなる向上を図るためのハイフレックス授業。

コロナ禍において留学意思を持続させる点を重視し、楽しく学習できることを目標とした。

3グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル ハイフレックス 目的 一般 言語活動 読む

実践

内容

オリジナル教材を事前学習した後の文字・語彙・文法の指導実践

その他（動画教材に出てくる用語の読み取りと意味を理解させる。）

教育機関名 新白河国際教育学院 コース名 ハイフレックス一般A2コース

受講人数 5名 受講生年代 10代/20代 受講生居住国 ネパール/日本

授業の

ポイント

動画中の掲示等の表示が何を意味するか確認。また（視聴し理解し終えたものの）動画教

材のスクリプト・副教材の読み取りや、音読・リプロダクションなど。

また学生に関連項目をインターネットで検索させて、簡単な箇所を読み取らせて説明させるなど。

なお受講生により要求した事前学習をしていない場合もあったので、その場合は、授業内で再

度動画を見せた上で授業を実施した。

選定

ポイント

日本での生活を想定した具体的な課題設定がある。

動画を使用することで来日後の生活場面をイメージしやすくなり、学習動機に繋がって

いる。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

小売店で買い物をしたりレストランで注文をするなど（言語活動「話す（やりとり）」の目標に掲げた活動）の学習目標を実現するために必要な範囲でメニューや看板、標識などが何を

示すか理解することができる。Ex)「日本語教育の参照枠」（文化庁）30頁A2(5)(6)等

使用

教材

市販の教材(『できる日本語 初級』『できる日本語 初中級』（アルク）)/日本語

学習用のWEBサイトやオンライン教材(つながるひろがるにほんごでのくらし)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
パフォーマンス評価⇒スピーチやプレゼンテーション

学習

効果

(総括)

動画があることで店内の掲示など用いられる場面と結びつけて理解できたのは良かった。

他方、課した事前学習としてのビデオ視聴をしていていない学生も見受けられるなどの

問題があった。ハイフレックス（オンデマンドも）は学習意欲の高い学生であれば一定

の学習効果をあげられそうに思うが、学習意欲は学生により異なるため、実際の授業

で効果を上げるのは難しい側面もあるように思う。

コースの概要

日本語の学習を通じて日本留学の意思を維持し,又は強化するための本校への留学希望者並びに本校の学生の日本語能力のさらなる向上を図るためのハイフレックス授業。

コロナ禍において留学意思を持続させる点を重視し、楽しく学習できることを目標とした。

4グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル オンデマンド 目的 進学 言語活動 書く

実践

内容

・日本語学習サイト「つながるひろがるにほんごでのくらし」

・漢字の書き方を事前学習した後の書き方を練習する指導実践

教育機関名 JCLI日本語学校 コース名 基礎日本語

受講人数 4名 受講生年代 20代 受講生居住国 ネパール

授業の

ポイント

・毎回、必要な漢字についてPowerPointの書き順動画を視聴した後、右手で空書を3回ほど

行ってもらい、教師がその動きをチェックする。その後、実際に紙に書いてもらう。

・現地日本語学校と連携し、既習漢字や現地の要望を踏まえて漢字を選定。

・反転学習によって、母語により語彙の意味を理解をした後に日本語だけでの授業を行う。

・空書を行う事で書き順を意識させた。実際に書くのは2回に留める。オンラインの特性をふまえ、

「画面に細部が映らない」ため確認することにこだわらない。

選定

ポイント

画面越しでは確認しにくい漢字の書き順や字形を、紙の上に書くではなくツールで見せ

たり、空書をすることで確認するなどの工夫をしている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

(書く)漢字の書き順と読み方を覚え、書くことができる字を増やす。

使用

教材
日本語学習用のWEBサイトやオンライン教材(Microsoft「書き順付き文字スライド」)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）、オリジナル漢字プリント

評価

方法
試験⇒筆記試験

学習

効果

(総括)

生活で必要とされる日本語の場面を取捨選択し、留学生が入国後に必要と思われ

る項目や語彙を重点的に指導し、日本の生活をイメージさせる事ができた。

・現地と連携したことで、学習者の漢字学習への意欲を高める、維持ができた。

・体を使うことで記憶に残りやすく、気分転換にもつながった。

コースの概要
日本留学が決定した学生に対して、実践的な生活の日本語を中心に学習してもらう。日本の文化や生活事情をオンライン教材で事前に学習することで、語学力の向上と同時に入国後の

日本での円滑な生活につなげる。反転学習によって、母語による理解後に日本語だけでの授業を行うことで理解を深め、日本への興味意欲を最大限に引き出して来日に備える。

5グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル オンデマンド 目的 進学 言語活動 日本事情・日本理解

実践

内容

事前に学習者が日本語学習サイト「つながるひろがるにほんごでのくらし」を学習した後で参加

する反転授業

教育機関名 JCLI日本語学校 コース名 基礎日本語

受講人数 4名 受講生年代 20代 受講生居住国 ネパール

授業の

ポイント

以下のステップにて実施。

STEP1 授業前に指定する場面の視聴を指示、事前に語彙プリントを配布

（現地学校教師に依頼）

STEP2 授業内で動画を再視聴し、スクリプトを読み発音チェック

※日本語だけではなく、字幕付きページを適宜使用し、学習者の内容理解を深めた

※「まるごと」の語彙帳を補助教材として使用した

STEP3 動画内の内容を質問、学習文型を説明して作文

STEP4 学習内容に即したテーマを提示し、それについて意見発表、フィードバック

選定

ポイント

インターネット上の学習サイトを活用するなど、日本での生活を想定した実践的な活動

を取り入れ、学びを促している。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

（話す）学習動画の場面に出てくる日本文化を理解し、自国との違いや意見を述べることができる。日本の生活や文化を学び、入国後のオリエンテーションやスムーズな学生生活につなげ

る。

使用

教材

日本語学習用のWEBサイトやオンライン教材(つながるひろがるにほんごでのくらし) 、

「まるごと」の語彙帳

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
パフォーマンス評価⇒口頭試験・スピーチやプレゼンテーション

学習

効果

(総括)

・生活で必要とされる日本語の場面を取捨選択し、留学生が入国後に必要と思われる項目や

語彙を重点的に指導し、日本の生活をイメージさせる事ができた。

・入国前から教職員と接することで、学校への愛着を持ってもらえる。また、当校以外への留学を

決めた学生も、日本に知っている教師がいるという安心感を持ってもらえた。

・従来は入国前の学生は営業担当としか面識がなかったが、教員が授業を行う事によって授業

開始前に学生のレベルを理解して新学期の準備に臨むことができた。

コースの概要
日本留学が決定した学生に対して、実践的な生活の日本語を中心に学習してもらう。日本の文化や生活事情をオンライン教材で事前に学習することで、語学力の向上と同時に入国後の

日本での円滑な生活につなげる。反転学習によって、母語による理解後に日本語だけでの授業を行うことで理解を深め、日本への興味意欲を最大限に引き出して来日に備える。

6グッドプラクティス
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レベル A1 スタイル ハイブリッド 目的 就職 言語活動 書く

実践

内容
初級総合教材を活用した「書く」を中心にした指導実践

教育機関名 さきたま国際学院 コース名 進学準備コース 【N5】D

受講人数 15名 受講生年代 10代/20代/30代 受講生居住国 ベトナム

授業の

ポイント

授業の中で、その課において学んだ文型を用いた例文を作成する。あるいは聴解に該当する練

習をディクテーションし個々のスマートフォン・PCから打ち込むZOOMのチャット機能を活用した練

習を行った。キーボード等を利用して日本語を打つことは、例えば「が」であれば「g-a」など、その

文字を理解していなければ達成することはできない。四苦八苦しながらも最終的にはほぼ全て

の学生に順応と練達が見られた。実施した意義として、日本社会で生活していくためには様々

な側面で日本語を入力する場面に出会うことが予想されることから。課題として、入力が行え

ない、または遅くなる学生がいたとして一斉授業の中で担当講師が個別に解決策を提示する

ことは難しく、授業後に録画を確認し、うまくできていなかった学生には個々に連絡を取ることで

解決を図った。

選定

ポイント

来日後に参加する日本語学校の授業スタイルを体験することを目的に、通常の授業

スタイルで授業を行っているが、「書く」に関しては、チャット機能を使用し、「打つ」ことで

回答を確認している。学習者の理解度に合わせ個別対応を行い、それが成果につな

がっている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

「日本語教育の参照枠（報告）」48p.書くこと：A1、(4)(5)を基にし、

・日本語でキーボードタイピングを行うことができる

・短い簡単な文章を送信することができる

使用

教材
市販の教材(みんなの日本語/スリーエーネットワーク)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
パフォーマンス評価⇒その他パフォーマンス評価(担当講師による授業内での評価)

学習

効果

(総括)

JLPTや特定技能に関わる試験のオンライン登録が自力で行えるようになった。

Facebook等のSNSで日本語により自分の感情や感想を表したコメントを打ち込めるよ

うになった。

コースの概要 日本留学に向けたモチベーションと日本語能力の維持・向上を目的とし、みんなの日本語オンライン電子版及び書籍版を使用し主要な課の復習を行った。

7グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル ハイブリッド 目的 進学 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

初級総合教材を活用した「話す（やりとり）」を中心にした指導実践

ただのイベントで終わらせるのではなく、通常の授業（日本での授業）とあまり差がない状態に

することで、講師陣がオンライン授業に対応できる力を養う機会とした。実際の日本での授業に

近づけることで、海外の学生に当校の授業を体験してもらおうという狙いもあった。

その他（ハイブリッドであることを活かし、対面の学生とコミュニケーションを取るように促した。）

教育機関名 東京外語教育学院 コース名 進学コース（初級）

受講人数 19名 受講生年代 10代/20代/30代 受講生居住国 中国/タイ/シエラレオネ

授業の

ポイント

教師が質問を投げかけることはもちろん、対面の学生ともコミュニケーションを取るように促した。

「みんなの日本語Ⅱ」の会話を役割別（※ミラーさん＝学生A、田中さん＝学生B）にあてる

際、一人は教室にいる学生、もう一人はオンラインの学生をあてるようにし、一緒に学んでいる

一体感を味わえるようにした。また、そのようにすることで、自身の身近なことについて話しやすい

環境作りをした。

また、JR西日本コミュニケーションズ作成の動画教材を鑑賞した後、日本の文化について講師が

詳細を語るだけでなく、自国の慣習はどうであるか、どのような意見を持ったかなどの意見交換

などをさせた。（自国の文化や慣習について平易な言葉で説明することができる。） 選定

ポイント

レベルに合わせた表現を用いて、自国の文化や自身のことを話すことを目標とした上で、

ハイブリッドの利点を生かし、対面とオンラインの学習者のコミュニケーションを促す授業

展開を行っている。結果として、対面・オンライン参加どちらの学習者も相手により深い

興味を持つようになったことが分かる。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

「みんなの日本語Ⅰ」で学習した文法を使用しつつ、さらに発展した内容の会話をすることができる。また、平易な語彙や文法で自国の文化や自身の家族や職業、好みなどについて話すこと

ができる。（日本語教育枠A2レベルを目指す）

使用

教材

市販の教材(みんなの日本語Ⅱ)/動画教材「遊べる学べる」/動画教材「トラベル学べ

る」

使用

教具
スライド（パワーポイント等）、ホワイトボード（ZOOM付属の機能）

評価

方法
ロールプレイ/自己評価/相互評価

学習

効果

(総括)

海外の学生の中で、特に積極的に授業に参加していたタイの学生に在校生が興味を

持ち、よく話しかけていた。

在校生にとっては良い復習となり、海外にいる学生にとっては日本語学習により深い興

味を持つ機会になったのではと思う。

コースの概要
「みんなの日本語（初級）Ⅱ」を使用し、第26～33課まで授業を進めました。基本的な文法や表現（みんなの日本語（初級）Ⅰ」相当）が身についている前提で授業を行いました。尚、

オンラインの学生が使用したデバイスについては、特に集計を取っていなかったので、把握しておりません。

8グッドプラクティス
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レベル A1 スタイル オンラインのみ 目的 就職 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

オリジナル教材を活用した「話す（やりとり）」を中心にした指導実践

語彙・文法指導の後、それらを活用した会話練習の指導実践

教育機関名 翰林日本語学院 コース名 初級授業体験コースロシア向け（初級）

受講人数 7名 受講生年代 10代/20代/30代 受講生居住国 ベトナム/ロシア

授業の

ポイント

授業手順

①レッスンで使用するオリジナルパワポ教材をデータで送付し予習してもらう。語彙、文法解説部分はすべて

母語の翻訳付き。

②簡単な会話文を提示し、例としてあげたことばをいれかえながら答えを言う練習。

③ペアで例にあがっている会話文を練習。

④同じ会話でことばを自分にあてはまるものに変えて自由に会話する。

オンライン授業のための工夫

①パワポdataによる教材提示②パドレットによる課題提示と提出

コース・言語活動別の目的を達成するために行った工夫

オリジナル教材によってピンポイントで必要な語彙や文法を提供した。

学習者同士の会話においてお互いへの関心度を深めるため、それぞれの住んでいる場所をグーグルマップ(レ

アリア教材)によって紹介し、それぞれの住まいからの距離を全員で確認した。これによってよりそれぞれの地

域への関心がまし、会話への動機づけとなった。

理解度に合わせた工夫や配慮：初期におけるローマ字表記・同じ国の学生同士で助け合えるよう促す

選定

ポイント
Can-doを受講生に提示することで受講生が学習成果を実感しやすい授業となっている。

学習を通して受講生同士の交流を生み、学習の動機付けとなっている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

毎回の課題目標を学習者に提示し、会話練習を実施。①自分の名前、国、家族、年齢、お誕生日について言える。家族の人数、家族構成なども言える。②好きなものについて話せる。何がすきか、あるグループ

の中でどれが一番好きか、何より何が好きかなどの比較級も使用できる。③自分の町、家、部屋について形容詞をつかって紹介できる。④寝る時間、起きる時間、1週間のスケジュールについて話せる。

⑤日常的な行為について話せる。頻度についても言及できる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(みんなの日本語)/日本

語学習用のWEBサイトやオンライン教材(いろどり)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）/レアリア・生教材

評価

方法
パフォーマンス評価⇒スピーチやプレゼンテーション/作文

学習

効果

(総括)

毎回、学習者同士が新たな情報を伝え合うことで、より親近感を増していき、他学習

者への関心をもつことを継続できたことが大きな成果であった。話したいという気持ちは

学習の大きな動機付けになり、学習者が、習った日本語を別な人とも話してみたいと

いう動機にもつながった。最初はほとんど話せなかった学生も習った日本語でコミュニケー

ションをとることができるようになった。

コースの概要

日本語ゼロレベル～N5レベルまでの学習者が対象。毎回の授業で少しずつ自分のことについて話せることを増やしていくというコンセプトのもとで、オリジナルパワポ教材を作成。従来の段階的に進む文法的なステッ

プにこだわらず、学習者が自分について話せるようになるための表現、文型や、語彙を選び、毎回、いくつかの談話を提示し導入、教師から学習者への問答練習、学習者同士の問答練習の後に、最終的には、

テーマについて書かれたモデル作文を提示し、それに自身についての内容をあてはめて書く作文にも挑戦してもらった。作文では、手書きできれいにかいてくれた学習者もいた。そのような作文はパドレットに投稿しても

らった。当初は、ゼロレベルの学生がいたため、すべてローマ字表記にしたが、３回目以降は学習者の要望もあり、ひらがな表記にした。最終的にはひらがな読みができなかった学生も10回目にはかなりすらすら読め

るようにはなった。名前や国、家族構成、年齢、誕生日からはじまり、好きなものについて比較級をつかっていい表すこと、また形容詞を使って自分の町、家、部屋について話すこと、さらに、動詞表現をつかって、日

常生活の行動について時間や頻度なども取り入れながら話すことができるようになった。このように、毎回全く知らない同士だったクラスメートが、1週間に一度会して、それぞれのことについて語り合い知り合えるチャン

スができ、みな楽しそうに学習していた。幸い、ベトナム人とロシア人の学習者が半々だったので、学習者同士で分からないとき助け合うこともできた。これは非常にみていて微笑ましいものであった。また、通信関係の
トラブルも比較的少なく、学習者とのコンタクトもよかったのは恵まれていた。以上、週1回1時間であったが、かなり中身の濃い授業ができたと感じている。

9グッドプラクティス
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レベル A1 スタイル ハイフレックス 目的 一般 言語活動 その他

実践

内容
JLPTなどの試験問題の解答解説の動画を見た後で参加する指導実践

教育機関名 翰林日本語学院 コース名 JLPTN5直前対策

受講人数 3名 受講生年代 20代/30代 受講生居住国 日本/ロシア

授業の

ポイント

①事前にJLPTN5の公開問題を送り、各自で取り組んでもらう。

②全員が終わったら解答と解説動画を送り、各自で採点と動画を見ての学習を行ってもらう。

③採点結果を写真に撮って送ってもらい、間違いが多かった問題を確認。

④授業当日は間違いが多かった部分のフィードバック、質問対応、N5の文法復習（リクエスト

に応えて助詞）、JLPTN5の試験についての説明を行う。

日本にいる学習者にも、海外にいる学習者と同じ形で事前学習をしてもらった。授業当日は電

子黒板を使用。PCでミーティングを開き、画面共有を電子黒板で行うことで教室にいる学生も

海外にいる学生もボードを大きく見せることができた。また、電子黒板に直接書き込みしながら授

業が行えるので、教室にいる学生には通常のクラス授業と同じ状況を作ることができた。

JLPTN5の試験構成・時間・点数などについてはスライドに英訳をつけて説明を行った。

選定

ポイント

オンライン上で公開されている問題を利用することで、海外にいる学習者と教材を共有

しやすい授業環境となっている。独自に作成した解説動画を先に視聴してもらうことで、

授業時間は学習者からの質問に答えたり文法の復習をするなど試験の解答解説だけ

にとどまらない授業内容となっている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

・JLPTの試験について理解する ・解説動画を視聴し、説明を聞き取ることができる。 ・教師作成の資料（PPT）を読み取ることができる。

・問題についてわからないことを教師に質問することができる。 ・感想を話すことができる。

使用

教材
学校オリジナルの教材/市販の教材(日本語能力試験JLPT 公式問題集N5)

使用

教具
電子黒板（MAXHUB) ・ スライド（パワーポイント等）

評価

方法
その他⇒その他(観察評価)

学習

効果

(総括)

JLPTを受験予定の学習者は、直前の練習として取り組めた。海外から参加の学習者はまだ受験

予定ではなく来日してからチャレンジしたいとのことだった。今までも問題を解いたことはあったようだが

解説を聞くのは初めてだったとのことで、わからないことを質問できたことを喜んでいた。電子黒板を使

用したことで、対面の学生もオンラインの学生も同じように授業に参加でき、全員活発に発言できて

いた。また、JLPTについての知識もまだなかったので、JLPTの構成、内容、点数などの説明は役に

立った様子だった。海外の学生は初めてのN5の模試は難しかったようだが、来日後にN5にチャレンジ

しようという目的ができたことはよかったと思う。

コースの概要

・目標：初めてのJLPTに不安がなくなるようJLPTへの理解を深める。解説を通し、やりとりをする。・概要：JLPTの公開問題を使用し、直前対策を行った。オンライン公開の問題を使用し、

事前に時間を決めて取り組んでもらったあと、独自に作成した解答解説動画で学習してもらった。試験結果とリクエストを送ってもらうことで当日の授業内容を決定し、当日は授業に加え

てJLPTN5についての説明も行った。

10グッドプラクティス
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レベル B2 スタイル ハイブリッド 目的 進学 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容
その他（聴解の内容理解等の確認のなかで行った指導実践）

教育機関名 翰林日本語学院 コース名 アカデミックジャパニーズ聴解コース2

受講人数 4名 受講生年代 20代/30代 受講生居住国 日本/ロシア

授業の

ポイント

●使用教材：『留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ聴解』 ［中上級］第1課「掃除」、

［上級］第1課「畳」 ●授業の主な流れ：①語彙表を作成し、語彙の確認をしながら、話

の内容を推測させる。教科書の【聞く前に】で学生同士にやりとりをさせる。②ＣＤを聞き、教

科書の【問題Ｂ】を学生に答させながら内容確認。②スクリプト作成 ④スクリプトの音読

⑤【問題D】に沿って、レジュメ作成 ⑥レジュメをもとに、ＣＤの内容について自分の言葉で発

表。 ⑦「掃除」と「畳」で練習した後、自分の国の文化についての発表準備（スクリプト作成

⇒レジュメ作成⇒発表）⑧発表は他の学生にレジュメを配り、レジュメに沿って、画像を使用し

ながら発表。 ⑨質疑応答 ●発表後の質疑応答では、活発にやりとりをしていた。

●発表の中で、理解しにくいものについては、教師がその国の歴史的背景を伝えた。 選定

ポイント

講義を聞くことからさらにアカデミックな場において発表ができることを目的としている。日

本語の練習としてのやりとりだけではなく、発表に向けた過程の中で日本語を使用する

ことで相手、場面に合わせた適切な話し方を学ぶことができている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

【やりとり】教師、他の学生の質問に対し、自然に答えることが出来る。相手や場面によって、適切な話し方をすることができる。聞き返しや質問をするとき、レベルにあった適切な語彙、文法

を使える。他人の発表について、簡単なコメントができる。興味がある話題について、積極的に尋ねることができる。【発表】3～5分の事前に用意した内容を、聞き手が難なく付いて行ける程

度にはっきり述べることができる。【聞く】初めて聞く内容でも、要点をつかむことができる。

使用

教材
市販の教材(アカデミック・ジャパニーズ聴解)

使用

教具
その他(使わなかった)

評価

方法
スピーチやプレゼンテーション

学習

効果

(総括)

●ハイブリッドだったため、日本にいる学生が日本事情について日本語で説明する練習

になった。●スクリプトとレジュメ作成を通し、話し言葉と書き言葉の使い分けの練習が

できた。●スクリプト添削の際、何を書こうとしたのか、学生の意図を質問すると、学生

は言葉を言い換え、理解してもらえるように文法、使用語彙に注意するようになった。

●発表の後、学生たちが一文一文丁寧に話すようになった。

コースの概要

コース全体の目標：他国の文化と自国の文化を比較し、相違点について話し合うことによって、それぞれの文化の理解を深める。また、自国の文化を他国の人に伝える術を身に付ける。

目的：大学進学希望者を対象に、講義を聞く、まとめる力を付け、自らも発表、レジュメ作成ができるようになる。 ・授業の進め方：基本、テキストの「使い方」に沿って進めたが、非漢字

圏の学生、語彙の少ない学生のために語彙表を用意した。最終的に自国の文化を紹介。その際に、レジュメ作成、発表、FBを行った。

11グッドプラクティス
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レベル C スタイル オンラインのみ 目的 進学 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容
その他（実際にやりとりを行う中で、日本語の表現を学ぶ指導実践）

教育機関名 翰林日本語学院 コース名 動画で学ぶ日本語東京・箱根

受講人数 6名 受講生年代 20代/30代 受講生居住国 中国/日本/ロシア

授業の

ポイント

留学生が旅先で、日常生活で遭遇しそうな状況で、自分だったら何というか、他にどのような表

現があるか、その印象はどのように異なるかなどを学習者間や教師-学習者間で確認した。

また、そのやりとりの中で、必要に応じて文法や音調についての説明をした。

動画に出てきた場所、物、状況などについて動画を見たあとに感想や意見を述べたり、自分の

経験や関連する知識について情報交換を行った。

また、動画で扱ったテーマ（和食、神社等）について、個人の身近な経験だけでなく、文化の

違いや社会の変化などに焦点をあて話し合った。

やりとりはマイクをONにしての発話のほか、並行してグループチャットを利用して文字でのやりとり

も行った。

選定

ポイント

チャットを併用している。

動画から学習者の疑問や関心に沿って発展したやりとりが展開されている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

質問に対し、自然に、過不足なく答えることができる。相手や場面によって適切な話し方をすることができる。

よく知らない話題に関しても議論に参加することができる。聞き返しや相手に説明を求めるなどのストラテジーを利用し、スムーズに会話を進めることができる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/動画教材「遊べる学べる」/動画教材

「トラベル学べる」

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
その他⇒その他(教師による観察評価)

学習

効果

(総括)

チャットによるやりとりを授業と並行して行うことで、好きなタイミングで思ったことや疑問

点を共有することができた。学習者から出た質問にほかの学習者がチャットで関連する

情報のURLを探し、それを全体で共有しながら話すなど、教師が準備したテーマではなく、

学習者の疑問や関心に沿った授業展開ができたと思う。また、チャットでは単語で答え

たものを発話では、文にして答えるなど、表現の使い分けを意識することができた。

コースの概要

目的：海外で学ぶ上級レベルの学習者を対象に、教科書では学べないリアルな日本・日本語を学ぶ機会を作り、日本語学習・日本留学のモチベーションを保つ

概要：JR西日本コミュニケーションズの自主事業教材、「遊べる 学べる東京」「トラベル学べる箱根」を利用。観光スポットや日本文化を紹介するナレーション音声を理解した上で、テーマに関連する自分の経験

や知識、調べてきたことをアウトプットする活動を行った。また留学生同士の自然な会話のやりとりを理解した上で、自分だったら何と言うか、他にはどのような表現の仕方があるか、どのようなニュアンスの違いがあるか

を考えた。

12グッドプラクティス
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レベル C スタイル オンラインのみ 目的 進学 言語活動 話す（発表）

実践

内容

スライド等を使用したプレゼンテーションを行う指導実践

調査等の発表と質疑応答を行う指導実践

教育機関名 翰林日本語学院 コース名 動画で学ぶ日本語大阪・京都

受講人数 6名 受講生年代 20代/30代/40代以上 受講生居住国 日本/ロシア

授業の

ポイント

「日本語」「日本文化」についての発表・質疑応答を行った。

発表スライドは事前課題とし、テーマは授業で扱った日本語の表現やあるいは周囲にある日本

語の表現の分析、または、日本文化・社会について調べたことや意見とした。

例①動画に出てきた表現、その他自分が今までに聞いたことがある日本語の表現で気になった

表現について、その使われ方やなぜ気になったかをスライドを作成して発表を行った。

例②「ゲーム」がテーマの回では、新聞記事「ゲーム一時間条例」を読み、それに対する自分の意

見を発表するという事前課題を出し、次の授業で発表をした。

発表の際は、画面共有をするため、対面と異なり聞き手の表情が見えにくい点があったため、質

疑応答の時間を多くとった。

選定

ポイント

授業で取り上げたテーマについて、学習者一人一人が掘り下げて内容を準備し、発表

を行っている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

より微妙なニュアンスを表現するために、イントネーションを変化させたり、特定部分を強調することができる。

適切な語彙、文法表現を使用して話すことができる。自分の経験や調べてきた情報を明瞭かつ詳細に述べることができる。

調べてきた情報について、明確な構造をもったプレゼンテーションができる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/動画教材「遊べる学べる」/動画教材

「トラベル学べる」

使用

教具
スライド（パワーポイント等）、レアリア・生教材（新聞記事・Google map）

評価

方法
パフォーマンス評価⇒スピーチやプレゼンテーション,他⇒その他(教師による観察評価)

学習

効果

(総括)

日本語の使われ方や日本の社会問題に対する関心が高い学習者であったため、ただ

調べたことを読み上げるだけではなく、調べてもわからなかったことに対して自分の推測を

述べ、その後の質疑応答では深いディスカッションに発展することができた。

海外から参加している学習者は社会人が多く、準備の時間を十分にとることができな

いこともあったが、留学VISA以外の学習者を対象にした授業では、学習者それぞれの

参加の仕方を尊重することも必要であると感じた。

コースの概要

目的：海外で学ぶ上級レベルの学習者を対象に、教科書では学べないリアルな日本・日本語を学ぶ機会を作り、日本語学習・日本留学のモチベーションを保つ

概要：JR西日本コミュニケーションズの自主事業教材、「遊べる 学べる 大阪」「トラベル 学べる 京都」を利用。観光スポットや日本文化を紹介するナレーション音声を理解した上で、テーマ

に関連する自分の経験や知識、調べてきたことをアウトプットする活動を行った。また留学生同士の自然な会話のやりとりを理解した上で、自分だったら何と言うか、他にはどのような表現の

仕方があるか、どのようなニュアンスの違いがあるかを考えることを通して日本語を学ぶ。

13グッドプラクティス
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レベル C スタイル ハイブリッド 目的 就職 言語活動 話す（発表）

実践

内容

スピーチテーマを決定後、必要な語彙・表現を習得する指導実践

自分の意見を発表する指導実践

教育機関名 翰林日本語学院 コース名 就職活動準備コース

受講人数 7名 受講生年代 20代/30代 受講生居住国 台湾/日本/ロシア/マレーシア

授業の

ポイント

自国の就職活動とは全く違う、日本式の就職活動をまず理解させ、それに則った活動が自身

で進められるよう行った。

自己分析を行い、想定問題を例に、まず学習者に発表させ、どのように答えればよりよくなるの

か考えさせた。また他の学習者の発表から、学生同士で改善点を検討した。

グループディスカッション・グループワークの手順を説明し、役割を理解させた。

履歴書・エントリーシート記載内容をもとに、自分が話したいことではなく、相手から何を必要とさ

れて話すのかを考えて発言するよう指導した。

面接官の質問の意図を分析し、表面上の言葉だけではなく、相手が何を知りたいのか考え、コ

メントの中に自分の強みを盛り込んでいけるような対応ができるように注意した。

選定

ポイント

例文や他者の発表を聞くことで自ら文章を推敲し、改善するなど受講生のレベル、学

習目的に沿った実践的な授業内容である。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

C1

洗練された記述と語りができる。

下位テーマをまとめ、要点の一つを展開して、適切な結論で終わらせることができる。

面接官の質問に的確に答えられる。グループディスカッション・グループワークの手順がわかり、発表できる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(留学生のための就職情報誌（共

立財団）)/日本語学習用のWEBサイトやオンライン教材(外国人留学生のための就活ガイド

2023（独立行政法人 日本学生支援機構）)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
パフォーマンス評価⇒スピーチやプレゼンテーション・作文・ロールプレイ

学習

効果

(総括)

授業で失敗を繰り返すことで、少しづつ改善し、最終的に自信を持って発表できるよう

になった。

自分だけが目立つ発表をするのではなく、周囲と協調しながら話し合うことが大切だと

理解していた。

学習者から、実際のアルバイトの面接で役立ったと報告があった。

日本での就職活動についての説明・理解に時間がかかり、一人一人に対する実際の

活動練習や、シートへの記入・添削が十分には行えなかった点が課題。

コースの概要

目標：日本での就職を希望する留学生（在校生・未入学）に対し、日本での就活の仕方、就活に必要な日本語力を身につける。

留学生の就活概要:就活マナー/就活情報の収集/OG／OB訪問インターシップ/自己分析/業界／企業／職種研究/エントリー／会社説明会／職種研究/エントリーシート/履歴書/筆記試

験／面接/内定から入社

14グッドプラクティス
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レベル C スタイル ハイブリッド 目的 就職 言語活動 読む

実践

内容

オリジナル教材を活用した指導実践

ビジネスメール・ビジネスレター・ビジネス文書等の生教材を活用した指導実践

教育機関名 翰林日本語学院 コース名 就職活動準備コース

受講人数 7名 受講生年代 20代/30代 受講生居住国 台湾/日本/ロシア/マレーシア

授業の

ポイント

文章の表面上の意味だけではなく、そこに含まれる意図を考える練習をした。

なぜその表現を使ってあるのか、なぜその文法を使ってあるのか深く考察することで記載内容の

真意を読み取り、その文章が本当に伝えたいことは何なのかを日本文化の背景も説明しながら

解説した。

外国人の就職活動のための日本語にとどまらず、日本人と同等の就職活動を行えるよう、日

本企業の特性なども網羅して、最新の就職活動に関する資料や、企業の人事関係書類など

を入手して見せ、記載内容について説明した。

ハイブリット授業のためパワーポイントと同様のＰＤＦを準備し、対面の学習者にはプリントアウ

ト、オンラインの学生にはデータを送付して、復習できるようにした。
選定

ポイント

文に含まれる含意を読み取るなど学習者の日本語レベル、学習目的に沿った実践的

な授業内容であることが学習意欲の向上につながっている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

C1

社会、専門、学問の分野で出合う可能性のある、ある程度長い、複雑なテクストを詳細な点まで理解できる。

意見表明だけでなく、含意された意見や立場も含めて詳細な点まで理解できる。

日本企業への就職を目指し、一般的な就職活動の流れについて理解する。

就活に必要な語彙や、ビジネス場面での言い回しなどについて理解、活用する。

就活サイトや支援会社、企業採用ページなどから、自分に必要な情報を得ることができる。

具体的に企業を探し、応募から採用までの言語・マナーを身につける。

採用後における日本企業の慣習の他、労働条件や税制・保険制度を理解する言語知識を持つ。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(留学生のための就職情報誌（共

立財団）)/日本語学習用のWEBサイトやオンライン教材(外国人留学生のための就活ガイド

2023（独立行政法人 日本学生支援機構）)/その他企業内部資料など

使用

教具
スライド（パワーポイント等）とＰＤＦ

評価

方法
パフォーマンス評価⇒スピーチやプレゼンテーション・作文・ロールプレイ

学習

効果

(総括)

単に情報を読み取るだけならば初中級レベルの日本語で十分だが、真の読む力の習得

のためには、上級のレベルの日本語が必須であることを理解し、学習意欲が向上した。

断定的に物事を述べないことが、読み手への配慮であることに気づき、日本文化の理解

にもつながった。

表現の幅が広がったことで、履歴書やエントリーシートなどの書く能力にも役立った。

実際にエントリーすることが出来なかったので、模擬的な文章にしか触れることが出来な

かったのは残念だった。

コースの概要

目標：日本での就職を希望する留学生（在校生・未入学）に対し、日本での就活の仕方、就活に必要な日本語力を身につける。

留学生の就活概要・就活マナー・就活情報の収集・OG／OB訪問・インターシップ・自己分析・業界研究・企業研究・職種研究・エントリー・会社説明会・職種研究・エントリーシート・履歴

書・筆記試験・面接・内定から入社

15グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル ハイブリッド 目的 一般 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

初級総合教材を活用した「話す（やりとり）」を中心にした指導実践

語彙・文法指導の後、それらを活用した会話練習の指導実践

場面別会話の練習から、語彙・表現等を習得する指導実践

教育機関名 ファーストスタディ日本語学校大阪本校 コース名 ハイブリッド一般A2コース

受講人数 12名 受講生年代 10代/20代/30代 受講生居住国 インドネシア

授業の

ポイント

まず、授業が始まってから10分～20分ほどフリートークの時間を設け、教師から学生への会話や、

学生同士の会話をさせ、日本語を話すことに対しての抵抗をなくし、日本語で話すことに慣れる

ようにした。テキスト「できる日本語初級」の『話してみよう』・『チャレンジ』では、学生に質問を投

げかけ、学生の発言を中心に進めた。文法導入では自作のパワーポイントを使用し、教師から

学生へのやり取りを意識しながら進めた。会話練習では、『言ってみよう』で対面とオンラインの

学生でペアを指定し、日本語でのやり取りをする言語活動の時間を多く設けた。また、テキスト

の会話から派生させ、学生同士で質問し、より多くの会話をするよう指示した。【遊べる 学べ

る 東京】や【遊べる 学べる 箱根】等の動画教材を使用し、その動画を元に学生たちから

の質問や発言を促がした。
選定

ポイント

授業開始時にフリートークを取り入れるなど、話すのが苦手な学生や間違いを

恐れて発言を控えている学生がリラックスできるような工夫がみられる。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

日本人と話すことに慣れ、緊張せずに日本語で話せるようになること。学生同士が日本語でコミュニケーションがとれるようになること。

勉強した文法を使った会話ができるようになること。積極的に日本語が話せるようになること。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(「できる日本語 初

級」)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
ロールプレイ/自己評価

学習

効果

(総括)

実証実験当初は話すのが苦手な学生や間違いを恐れて発言を控える学生が多くみ

られたが、フリートークで教師から学生へのやり取りを意識的に進めた結果、語彙や文

法に間違いが多少はあっても積極的に日本語でやり取りできる学生や調べながら頑

張って話してくれる学生も出てきた。全体的に積極的に参加してくれるようになりました。

コースの概要

本コースは、N5～N4レベルの学生を対象とした会話中心の「話す、聞く、読む、書く」を学ぶのが目的です。ハイブリッド形式のため、対面の学生とオンラインの学生を同時に授業しました。テ

キストは「できる日本語初級」を使用し、教科書を中心にコースを進めました。理解を深めるために、自作のパワーポイントやインターネットを使用しました。また、「遊べる 学べる 東京」や「ト

ラベル 学べる 箱根」等を使用し、日本事情・日本理解を深めました。

16グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル ハイブリッド 目的 一般 言語活動 話す（発表）

実践

内容

初級総合教材を活用した「話す（発表）」を中心にした指導実践

文字・語彙・文法指導の後、それらを活用したスピーチを行う指導実践

教育機関名 ファーストスタディ日本語学校大阪本校 コース名 ハイブリッド一般A2コース

受講人数 12名 受講生年代 10代/20代/30代 受講生居住国 インドネシア

授業の

ポイント

自信がなく自分から日本語を話すことを恥ずかしがる学生が多く、自信をつけてもらうためにみ

ん前で発表したり、緊張せずに日本語をはなせるようになるため以下のことを実施した。テキスト

「できる日本語初級」の『話読書聞』を参考に、その課で習った文法を使ってテーマに沿った内容

を考えさせ、次の日の授業でスピーチを発表した。発表は毎回全員した。また、その日に習った

文法を使って文作をし、それを一人ずつ発表もした。時間が余った日に、テキストにない文法を

自作パワーポイントで導入し、その文法を使ってテーマに沿ったスピーチをした。

選定

ポイント

自信を持って、緊張せず発表できるという目標達成のため、学習した内容・テーマに沿っ

て継続して発表を行っている。その他に受講生が発話をする機会を多く設けていること

が、コース全体の学習者のモチベーションの向上という成果につながっていると考えられる。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

クラスメイトの前で自信をもって発表ができる。緊張せずに日本語で発表ができるように慣れる

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(「できる日本語 初

級」)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
スピーチやプレゼンテーション/自己評価

学習

効果

(総括)

実証実験当初は緊張したり、自信がなさそうにしている学生が多かったが、習った文法

を使用しながらテーマを決めて毎回全員に発表することにより、ほとんどの学生が自信

をもって発表することができるようになった。

コースの概要

本コースは、N5～N4レベルの学生を対象とした会話中心の「話す、聞く、読む、書く」を学ぶのが目的です。ハイブリッド形式のため、対面の学生とオンラインの学生を同時に授業しました。テ

キストは「できる日本語初級」を使用し、教科書を中心にコースを進めました。理解を深めるために、自作のパワーポイントやインターネットを使用しました。また、「遊べる 学べる 東京」や「ト

ラベル 学べる 箱根」等を使用し、日本事情・日本理解を深めました。

17グッドプラクティス
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レベル B1 スタイル オンデマンド 目的 一般 言語活動 聞く

実践

内容

初中級総合教材を活用した事前学習の後の、「聞く」を中心にした指導実践

教師が作成したオリジナル教材を事前学習した後の指導実践

教育機関名 ファーストスタディ日本語学校大阪本校 コース名 オンデマンド一般B1コース

受講人数 8名 受講生年代 20代 受講生居住国 ミャンマー/インドネシア

授業の

ポイント

本コースは、オンデマンドコースのため、授業外学習として、テーマに沿った作文を学生に課し。授

業内でその作文を発表するスピーチを行いました。学生自身が作文を発表することで、日本語で

の会話に慣れ自身の日本語能力に自信を持たせるようにしました。また発表者だけでなく、他の

学生がその学生の発表を聞き取れるように工夫しました。また授業内で聴解練習を入れ、学習

した文法が聞き取れるか、日本人の話すスピードが聞けるかどうか確認すると同時に、日本人の

話すスピードに慣れる練習を行いました。受講学生の国籍がミャンマーとインドネシアだったため、

授業内で文化や観光地のわだいになると、必ず互いの国について紹介させ、日本語を使った学

生同士の交流を促しました。 選定

ポイント

教師の指示や聴解問題を「聞く」だけでなく、「雑談」のために相手の話を聞くことを目

的としている。相手の話を聞く活動により、学習者間の交流が生まれている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)
教師の指示がしっかりと聞ける。日本語で授業内容が理解できる。教師やクラスメイトの雑談が聞け、雑談の輪に参加できる。

使用

教材
市販の教材(できる日本語)/動画教材「遊べる学べる」/動画教材「トラベル学べる」

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法

試験⇒筆記試験,パフォーマンス評価⇒スピーチやプレゼンテーション,その他⇒その他

(ポートフォリオによる評価)

学習

効果

(総括)

教師の話だけでなく友達の話もきけるようになった。また、表情でも話を理解していること

も伝えることができる学生が多くなった。

コースの概要

本コースは、N4～N3相当の日本語を使用した会話（話す・聞く）・読む・書くのに必要な言語知識の習得が目的です。受講者が留学生のため、会話だけでなく読み書きを含め、全体

的な言語知識の習得のために設定しました。初中級総合教材（できる日本語初中級）と文法学習のための補助教材を使用し、言語知識を深めました。また「遊べる 学べる 東京」、

「トラベル 学べる 箱根」や日本事情・日本理解のための補助教材を使用し、日本事情・日本理解のための活動に取り組みました

18グッドプラクティス
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レベル B1 スタイル オンデマンド 目的 一般 言語活動 日本事情・日本理解

実践

内容

日本語学校が作成した説明資料や動画を見た後で参加する指導実践

事前に日本語教材の一部を学習した後で学ぶ指導実践

教育機関名 ファーストスタディ日本語学校大阪本校 コース名 オンデマンド一般B1コース

受講人数 8名 受講生年代 20代 受講生居住国 ミャンマー/インドネシア

授業の

ポイント

教科書「できる日本語初中級」で出てきた語彙や会話から派生させて、インターネットの画像や

動画を使って日本について紹介した。

学生から日本について質問があった場合も、インターネットの画像や動画を使って説明した。

個人作成のパワーポイントを使って日本を紹介した。

動画教材「遊べる 学べる」や「トラベル 学べる」を使用し、日本について紹介した。動画を見

た後で感想を言い合ったり、自分の国と比較して意見を言わせた。

選定

ポイント

動画教材やインターネット画像・動画を活用することで、受講者の日本についての関

心・留学へのモチベーションを上げるという目的を達成できている。また、動画の印象や

感想、自国との違いを題材に話すことにより、理解が深まったと考えられる。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

・日本の文化やマナー・ルールを知る。・日本人の考え方を知る。・自分の国と日本を比較して意見が言える。・日本について興味が持てる。

・日本へ留学するモチベーションを上げる。

使用

教材
個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(できる日本語初中級)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
その他⇒その他(自己評価)

学習

効果

(総括)

学生によって特に興味をもつ内容が違ったが、興味をもった日本のことを自分で調べて

質問をしてきたり、積極的に理解しようとする姿が多くみられた。

コースの概要

本コースは、N4～N3相当の日本語を使用した会話（話す・聞く）・読む・書くのに必要な言語知識の習得が目的です。初中級総合教材（できる日本語初中級）と文法学習のための

補助教材を使用し、言語知識を深めました。また「遊べる 学べる 東京」、「トラベル 学べる 箱根」や日本事情・日本理解のための補助教材を使用し、日本事情・日本理解のための

活動に取り組みました

19グッドプラクティス
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レベル B2 スタイル オンデマンド 目的 一般 言語活動 日本事情・日本理解

実践

内容
事前に日本語教材の一部を学習した後で学ぶ指導実践

教育機関名 ファーストスタディ日本語学校大阪本校 コース名 オンデマンド一般B2コース

受講人数 5名 受講生年代 20代 受講生居住国 インド

授業の

ポイント

目的としては以下の３つです。

①自分の国と比較しながら、日本について理解を深めることができる

②日本について興味を持ち、日本へ行きたいモチベーションを上げられる

③日本語だけでなく、日本人の考え方や働き方、文化など1つ以上興味が持てる・動画教材

「遊べる 学べる」「トラベル 学べる」、姫路城VRを見て、感想を言い合い、日本理解を深め

ました

・授業中のテーマや会話から派生させて、日本について紹介したり、自分の国と比較し合ったりし

ました

・日本について質問が出たものは、インターネットの画面を共有しながら画像や動画を見せ、理

解を深めました
選定

ポイント

動画教材の他、インターネットで画像、Youtube動画などを必要に応じて共有するなど、

オンラインの利点を生かした授業を展開している。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

自分の国と比較しながら、日本について理解を深めることができる。日本について興味を持ち、日本へ行きたいモチベーションを上げられる。

日本語だけでなく、日本人の考え方や働き方、文化など1つ以上興味が持てる。

使用

教材

市販の教材(できる日本語「中級」)/動画教材「遊べる 学べる」/動画教材「トラベル

学べる」/「世界遺産姫路城VR映像を活用したオンラインフィールドワーク」教材/その他

(インターネットの画像やYouTube)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
その他⇒その他(自己評価)

学習

効果

(総括)

自分の国と日本の文化の違いを比較して、より日本の文化を理解しようとする姿がみ

られた。また、日本人の考え方や働き方に興味をもち積極的に質問する姿もあった。

コースの概要
本コースは、N3～N2相当の日本語を使用した会話（話す・聞く）・読む・書くのに必要な言語知識の習得が目的です。中級総合教材（できる日本語中級）と文法学習のための補助

教材を使用し、言語知識を深めました。また日本事情・日本理解のための補助教材を使用し、日本事情・日本理解のための活動に取り組みました

20グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル ハイブリッド 目的 一般 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容
オリジナル教材を活用した「話す（やりとり）」を中心にした指導実践

教育機関名 神戸YMCA学院専門学校日本語学科 コース名 夏期集中コース（観光）

受講人数 10名 受講生年代
10代/20代/30代/40代以

上
受講生居住国 中国/台湾/ミャンマー/日本

授業の

ポイント

<1日目> ①日本の神社について知る、自分の国の寺院等について紹介する

・動画教材「箱根神社篇会話パート１」の映像を見る（言葉の意味は分からなくてもいい）

お参りをやってみる、言葉紹介⇒国の寺、神社、教会、ムスクでのお参りのやり方を紹介してもらう

・「箱根神社篇会話パート２」の映像を見る（言葉の意味は分からなくてもいい）

鳥居の意味の説明、言葉紹介⇒国の寺、神社、ムスクにどんなものがあるか紹介してもらう、スマホの

写真を見せる

②発表準備

モデル発表・・・神戸の観光地を紹介

発表を考える・・・ワークシートを配布。国、町の有名なものを記入⇒教師はチェック対面は直接、オンライ

ンの人はメールで送ってもらい、返信 表記はカナ、ローマ字どちらでも可

モデル発表文を配布、表現紹介：「～で有名な所は～です」「～で～ができます」等

③観光で使える表現を学ぶ「すみません。ちょっとやり方を教えていただけませんか/教えてください」

<2日目> ①和食について知る、自分の国の料理を紹介する

動画教材「鯛ごはん懐石瓔珞篇」を見て、クイズ形式で内容確認、オンラインの人はzoom機能を使い

手を挙げる⇒国の食べ物を紹介、QA

②発表準備

モデル発表・・・神戸の食べ物を紹介

発表を考える・・・１日目同様。表現紹介「～で有名な食べ物は～です」等

動画教材「チームラボプラネッツTOKYO篇」を見て、観光で使える表現をピックアップし、導入練習「～だ

けなんですけど、大丈夫ですか」⇒ロールプレイ

<３日目>１日目、２日目に準備した内容を発表。ppt、スマホの写真を見せながら説明する。⇒QA

オンラインの人は画面共有かスマホの写真を見せる、対面の人は教室のPCの前で発表

選定

ポイント

日本語のレベル設定をしていない会話動画教材を特定の表現をピックアップするという利用方法

で学習者のレベルに合わせた活用をしている。日本・日本語について知る・学ぶだけでなく、異なる

居住地から参加する学習者が日本語を使ってお互いの文化を知ることができる授業展開となって

いる。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

A2

＜書くこと＞自分の国、町の観光地についての紹介文をつながりのある文で書くことができる

＜話すこと・発表＞準備した原稿を元にプレゼンテーションができる。話し終えた後、簡単な質問に対処できる

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）

JR西日本コミュニケーションズ動画教材

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
その他のパフォーマンス評価(クラス内でのやり取り)

学習

効果

(総括)

夏期集中コースで学んだ文法表現を使い、長いまとまりのある文章で発表をすることが

できた。総まとめとして受講者も達成感を感じたようだった。

また、他の国の文化についても触れ、それぞれの国にいながら、お互いの国について知る

ことができ、日本語でやり取りができたことは大きい。

発表前の発音練習をする時間をどのように持つかが、今後の課題である。

コースの概要

◎目標:日本や他の国の観光地や有名なものを知る。自分の国の観光地や有名なものを紹介する。日本観光で使えるフレーズを学ぶ。

◎授業内容：1日目7/28 国/町の観光地を紹介する。（発表準備）＋観光で役立つフレーズを覚える ２日目8/2 国/町のおみやげを紹介する。（発表準備）＋観光で役立つ

フレーズを覚える 3日目8/3 発表
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レベル A2 スタイル オンラインのみ 目的 一般 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

初級総合教材を活用した「話す（やりとり）」を中心にした指導実践

語彙・文法指導の後、それらを活用した会話練習の指導実践

教育機関名 市川日本語学院 コース名 N5文法③（12月）

受講人数 5名 受講生年代 10代/20代/30代 受講生居住国 中国/フィリピン/日本

授業の

ポイント

選定

ポイント

学習者の使用デバイス、個々の理解度を確認しながら丁寧に授業を進めており、それ

が受講生の積極的な参加につながったと考えられる。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

・日常で使われる挨拶など、礼儀正しい言葉で短い社交的な会話を行うことができる。・時間の流れに沿った表現を使い簡単な日常の行動が言える。

・欲しいもの、やりたいことを言うことができる。またその理由についても簡単な文で言うことができる。・人や物の存在や所存について言える。・簡単な指示、依頼、勧め、申し出ができる。

・許可を求めることができる。・禁止されていることが理解できる。・規則や禁止事項が理解できる。・しなければならないこと、する必要のないことが確認できる。

・経験の有無、物事の状況の変化が言える。・物の授受について話すことができる。

使用

教材
個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(みんなの日本語初級Ⅰ)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
パフォーマンス評価⇒口頭試験・ロールプレイ

学習

効果

(総括)

コースの概要

コース概要：日本語能力試験N5レベルに必要な基本的な初級の語彙、文型の導入および、言語活動としての受容（読む・聞く）、産出（話す）、やりとり（話す）方略（推測）を

取り入れた。語彙・文型は『みんなの日本語初級Ⅰ』を使用。

コース全体の目標：「自分の背景や身の回りの状況について直接的関係がある事柄、身近で日常の事柄について簡単な言葉でやりとりができること。」

授業目標のCan-do達成以外に次の成果が見られた。

・いきなり質問するのではなく、「〇〇さん」と話しかけるようになった。

・聞き手の学習者が「そうですか。」「おいしそうですね。」など、あいづちも含めた表現ができるようになった。

・欲しいもの、やりたいことを話す際、理由を表す表現「～ですから。」を用いて言えるようになった。

・場面シラバスを用いた練習では、日本の電車の中でのマナーについて在日の学習者が規則や禁止事項に

ついて自発的に発話していた。

例）L1:「電車の中で電話をかけてはいけません。」「電車に乗るとき、切符を買いません。Suicaがあります。」

L2: 「スイカ？フルーツですか？」（英語母語話者）

教師が「食べ物のスイカではありません。」と補足すると、学習者全員が笑い、発話した学習者L1

が「これです。」とSuicaが何かわからない学習者に実物をカメラで見せてくれた。他の学習者は「いいですね。」

「便利ですね。」と返答するなど積極的に参加していた。毎回の授業で前回の学習内容の復習を行なった。

授業の回数を重ねるごとに、学習者の聞き取りが向上し、発話が積極的にできるようになったといえる。

また、間違えることを気にせず、話すようになったことも授業成果だと考える。

今後の課題は、学習者全体の発話活動に不可欠な語彙や文型表現の定着を図る工夫および、誤用についてのフ

ィードバックをさらに取り入れていくことである。反省点は、発話に自信のない学習者に対して自信を持って発話させさ

るための工夫がもう少し必要であったと言える。

1)語彙導入 2)教師が学習者へ質問し、定着度を確認

3)学習者同士でのやりとり 4)学習者同士のやりとりでのフィードバック

主な内容：週末の予定を聞き、誘ったり、誘いを受けたりした。

・参加者のそれぞれの国の有名な場所、食べ物、気候について互いに質疑応答を行った。

・誕生日に何をもらったか、何が欲しいかを聞き合った。

・場面シラバスを用いて、しなければならないこと、しなくてもいいこと、禁止や規則について相手に聞いて答えを理解する

ロールプレイを行なった。

■オンライン授業に関する工夫
・携帯電話、タブレットを使用している学習者を鑑みて、文字（ルビも含む）と画像がどのように見えるか大きさを確認、調整しながら

教材を作成した。

・文字やイラストだけでは理解しにくい文型について、アニメーション機能を使って人物を動かすことで理解を深められるよう工夫した。

例）「道を渡るとき、車に気をつけます。」

・個々の学習者の発話を促すための工夫として次の手順で行なった。

１）関連語彙を学習者に発話させ、ホワイトボードへ記入 。

２）「火鍋は辛いですか。」「火鍋は美味しいですか。」など簡単な表現での質問と答え方の練習。

３）「どんな～ですか。」の問いに学習目標の文型を使った返答練習。

４）発展練習：有名な場所、気候について学習者同士で質疑応答。

積極的に地図や学習者の国の画像を共有し、説明する様子が伺えた。理解度が異なる学習者に対してはボトムアップの会話練習

が大変効果があったと言える。

■学習者の居住地、母語、理解度に合わせて行なった工夫・コース、言語活動の目的を達成するために行なった工夫
・語彙導入では、日本へ滞在したことがない学習者が身近に感じられるよう、イラストだけでなく写真を使うことにより身近に感じられるよう

興味を引き出す工夫した。

・学習者の理解度合いに合わせ、基本から発展という手順を繰り返し行なった。

（例）「それぞれの国の有名な食べ物について」の質疑応答練習

学習の目標：「～ですが、～です。」「～です。そして、～です。」を使った表現ができること。

学習者同士での質疑応答は学習者の理解度合いが異なる場合次のようなケースが起こると想定される。

L=学習者 L1: 「私の国の有名な食べ物は、火鍋です。」 L2:「どんな食べ物ですか。」 L1:「・・・・」
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レベル A1 スタイル オンラインのみ 目的 進学 言語活動 聞く

実践

内容

初級総合教材を活用した「聞く」を中心にした指導実践

聴解用教材を活用した指導実践

場面別・機能別会話の聞き取り練習から、語彙・表現等を習得する指導実践

教育機関名 行知学園第二附属日本語学校 コース名 進学準備コース

受講人数 10名 受講生年代 10代 受講生居住国 中国

授業の

ポイント

《受講者の問題点と事前情報》

中国人学習者は文字に頼りがちであり、読解力があることで『理解した気』になってしまうことが多々ある。今回の受講者た

ちも、通常の日本語授業では、『母国語での文型導入と練習問題』という、文字に頼った授業が中心であり、聞く・話す力

が低いとのことだった。

《オンラインの特性を生かした授業展開》

視線をモニターに向けさせるため、写真やイラストを効果的に取り入れたPPT教材を作成した。特に、『日本の日本語教師に

よる授業』であることを前面に押し出すべく、『レアリア・生教材』は、日本の伝統文化や行事に関する映像や写真、事前調

査で人気のあったアニメ『スパイファミリー』の日本語版オープニング曲などを準備した。また、みんなの日本語の『会話』も、教

科書を見せずに口頭のみでリピート練習させるなど、『文字に頼れない授業』を心がけ、正確に聴き取れたかどうかの確認も、

『オンライン面接』形式とし、個々への質疑応答で確認していった。レベルの高い受講者に対しては、さらに教科書の内容か

ら発展させた会話練習を行った。

《文字の提示は最後に》

聴解練習の場合は、口頭での質疑応答後、スクリプトを提示して音読。「みんなの日本語」の会話練習の場合は、内容

理解の確認後、この段階で初めて教科書を見せてのペアワークなどを実施。最後に文字を提示することで、聞き取れなかっ

た部分が明確になると同時に、『文字』の力も加わり、自信を持って音読できるようになった。
選定

ポイント
受講生の現地での日本語学習状況をふまえた目標を設定し、成果が得られている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

【包括的な聴解】

教師の発話を正しく聞き取り、理解できるよう、『質問を文字化して提示→口頭のみで質問→理解できなければ再度文字を提示して質問』を繰り返しながら、教師とのコミュニケーションを図る。

【広報・アナウンスや指示を聞くこと】

丁寧にゆっくり話された指示、及び、短い簡単な説明が理解できるよう、『全員に同じ質問や指示をする→受講者それぞれの趣味や興味に合わせて、質問をアレンジする』

《発展活動》 ・教科書は閉じ『みんなの日本語」の『会話』を音声だけで聞き取る。（内容理解の確認も口頭のみ）・簡単なニュース素材や動画などから、知っている語彙を聞き取ることができる。（聞き取れた語彙を発表）

使用

教材

『みんなの日本語 初級Ⅰ』 本冊・デジタル教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）

使用

教具

スライド（パワーポイント等）

レアリア・生教材（写真・日本の教室内の様子をライブ配信 など）

評価

方法
パフォーマンス評価⇒口頭試験

学習

効果

(総括)

受講者はオーラル・メソッドに慣れていないうえ、日本人の教師と直接話すのも初めてという者が多く、最初はな

かなか声が出なかったが、まずは顔をモニターに向けさせることを目標に動画や写真などを共有し、授業自体に興

味を向けさせた。顔を上げることで発声が変わるのは、対面でもオンラインでも同じだが、授業開始時と最終日で

は、教師の問いかけに対する反応や声の大きさに明らかな違いを感じた。特に、読解力に頼って日本語の試験

を乗り越えてきた中国人学習者から、『文字に頼れない形態の教室活動をデザインした』ことで集中力が高まり、

高い効果が得られたと感じる。初級レベルゆえの語彙不足は否めなかったが、聞き取れた生徒が助け舟を出す

などのアウトプットが見られたことは、予想外の成果であった。

自己の反省点としては、課題や宿題の回収方法が確立できず、課題・宿題を検討する余裕がなかったこと、

中国の高校生の興味をリサーチし切れていなかったことなどである。

また、クラス内でのレベル差を感じつつも、オンラインでは、レベル差の把握が難しく、学習者それぞれに合った語

彙コントロールができなかったことが悔やまれる。と同時に、オンライン授業における自分自身の課題となった。

コースの概要

目標：初級レベルの受講者を対象とした『オンライン授業における会話力アップの可能性』を実証する。（教師目標）

特に中国人受講者が苦手とする聴解・会話を楽しく学び、自信につなげることができる。（受講者目標）

概要：授業の前半は、使用教材は、受講者が通常の授業で使用している「みんなの日本語初級Ⅰ」の本冊、スリーネットワークのデジタル教材、オリジナルのPPTなど。

文字に頼らず、聴解力や会話力を強化するため、なるべく教科書に視線を落とさず、モニターを見たまま授業が受けられる内容とし、口頭練習中心の授業になるよう工夫した。

授業の後半は『日本事情』の枠とし、日本の名所、伝統文化やサブカルチャー、大学紹介、日本ならではの習慣やマナーなどを、写真・絵・動画などで紹介。質問形式で内容理解の確認や感想を聞き、ディスカッションに繋げた。
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レベル A1 スタイル オンラインのみ 目的 進学 言語活動 日本事情・日本理解

実践

内容

日本に関する紹介を聞いたり、体験をしながら日本語を学ぶ指導実践

日本を紹介する動画を見た後で、それらを活用して学ぶ指導実践

教育機関名 行知学園第二附属日本語学校 コース名 進学準備コース

受講人数 10名 受講生年代 10代 受講生居住国 中国

授業の

ポイント

《日本のマナーや習慣》

①挨拶、礼儀・・・日本における『挨拶やお辞儀の文化』と『世界の挨拶』との比較。

→日本の大学受験での面接、日本の企業の採用面接、アルバイトの面接、日本人との

コミュニケーションにおける挨拶の重要性について説明。

②食事のマナー・・・箸や食器、おもてなしの日中比較。箸の長さ・形の違いでディスカッション。

③贈り物の文化、習慣・・・いろいろな場面での贈り物。風呂敷の利用法、アレンジは動画で共有。

（風呂敷や扇子などの実物を紹介）

《日本の四季・名所紹介》 アンケートを取り、人気だった北海道・京都を中心に写真や動画で紹介。

《日本地図》 日本地図を見ながら都道府県の読み方と各都道府県の有名大学を写真で紹介。

《日本の行事》

①年中行事・・・四季の行事を写真・絵・動画で共有。春夏秋冬のイメージを発表してもらう。

②ハロウィン・・・本校で行った「ハロウィン仮装写真コンテスト」に投票してもらい、翌週結果発表。

（エントリー写真・ハロウィンの装飾やコスチュームの実物を紹介）

③クリスマス・・・日本のクリスマスイルミネーションやクリスマス料理を写真と映像で紹介。

《日本のサブカルチャー》

日本アニメのタイトル、日中比較。 日本の『かわいい制服』と世界の制服との比較 など。

選定

ポイント

日本への興味・関心を日本留学につなげるために、事前の学習者の興味の把握や、

アンケート、コンテストへの投票など受講生が受身とならない工夫がされている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

授業の目標：『日本事情・日本理解』の授業を通し、『聞くこと（インプット）・話すこと（アウトプット）』の練習に積極的に取り組むことができる。

【会話】

直接自分に向けられた発話に対し、具体的で単純な日常的な表現でやり取りすることができるために、『日本の日常的な習慣（起床から就寝までの挨拶・お礼の言葉）をPPT資料で紹介→教師とのロールプレイ→学習者同士のロールプレイ』

【情報の交換】

直接必要なこと、若しくは身近な話題についてのやり取りをするために、『日本の伝統文化・サブカルチャー・日本で今起きていること、などに焦点を当て、写真や映像、実物で紹介。→ 興味を持ったことを発表。または、番号で答える。

→中国との比較、学習者からの発信情報などを交え、ディスカッション。』

使用

教材
個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）

使用

教具

スライド（パワーポイント等）

レアリア・生教材（写真・日本の教室内の様子をライブ配信・動画・ハロウィンコスチューム

風呂敷・扇子 など）

評価

方法

その他⇒その他(動画や写真を見せた後に、質問や感想を聞く時間は設けたが、

特に評価はしていない。)

学習

効果

(総括)

本活動はすべてPPTで資料を作成。写真や映像をふんだんに取り入れたため、楽しく参加してくれた。日本紹介

は『写真や映像を見せながら説明を加える』という一方的な授業になりがちだが、本授業でも常にインタラクティ

ブを心がけ、次回の授業のためのアンケートを取ったり、『日本地図と大学紹介』ではクイズ形式にするなど、アウ

トプットの機会を多くした。中国にはハロウィンの習慣がないだけに、特に本校のハロウィンイベント（写真コンテス

トに投票）への参加は、日本留学へのさらなる興味に繋がったようだった。

自己の反省点としては、既存の動画や映像資料を使用したこと、オリジナル資料も中国語訳を付ける余裕がな

く、A1レベルでの教材作成ができなかったことである。

コースの概要

目標：初級レベルの受講者を対象とした『オンライン授業における会話力アップの可能性』を実証する。（教師目標）

特に中国人受講者が苦手とする聴解・会話を楽しく学び、自信につなげることができる。（受講者目標）

概要：授業の前半は、使用教材は、受講者が通常の授業で使用している「みんなの日本語初級Ⅰ」の本冊、スリーネットワークのデジタル教材、オリジナルのPPTなど。

文字に頼らず、聴解力や会話力を強化するため、なるべく教科書に視線を落とさず、モニターを見たまま授業が受けられる内容とし、口頭練習中心の授業になるよう工夫した。

授業の後半は『日本事情』の枠とし、日本の名所、伝統文化やサブカルチャー、大学紹介、日本ならではの習慣やマナーなどを、写真・絵・動画などで紹介。質問形式で内容理解の確認や感想を聞き、ディスカッションに繋げた。

24グッドプラクティス
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レベル A1 スタイル ハイブリッド 目的 進学 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

初級総合教材を活用した「話す（やりとり）」を中心にした指導。

場面別会話の練習を通して、語彙・表現等を習得。

英語による語彙の補助。

教育機関名 アジアンインターナショナル コース名 ハイブリッド進学A1コース

受講人数 7名 受講生年代 20代 受講生居住国 バングラデシュ/ネパール/スリランカ

授業の

ポイント

・自己紹介と近況報告の練習として、授業開始時に学習者同士がお互いの近況を報告する

練習を行い、自己紹介の仕方や適切な表現などを学ぶ。

・新出単語をイラストや写真などの視覚教材を使って確認する。

・スキットの朗読、シャドウイング、学習者同士が2人でペアを組んで代入練習やロールプレイなど

を行った。

・各単元の内容に関係する写真やイラストを見ながら、学習者同士で話し合う。イラストから発

話の場面・状況を汲み取り、会話の内容を想定し、実践的な会話力を養う。

ハイブリッド授業なので、パワーポイントを共有し、対面参加学生と海外からの参加者が同時に

閲覧できるようにした。海外からの参加学生の多くが、スマートフォンを使用しているので、教材の

イラストや文字を大きく表示した。対面授業の生徒たちとオンライン授業の生徒たちが協力して

学ぶために、グループワークやペアワークを取り入れた。

選定

ポイント

海外で学ぶ未入国の学習者の使用デバイス、日本語の理解度に配慮をしつつ授業を

おこなっている。対面学生とオンライン学生の交流が生まれるよう授業デザインである。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

レベル: A1 言語活動: 話す（やりとり）Can-do目標:「日本語教育の参照枠（報告）」p.40

(2)【対話相手の理解】 こちらの事情を理解してくれるような話し相手から、はっきりとゆっくりと、繰り返しを交えながら、直接自分に向けられた話ならば、具体的で単純な必要性を満たすた

めの日常の表現を理解できる。

(4)【会話】 紹介や基本的な挨拶、いとまごいの表現を使うことができる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/ 市販の教材(アルク出版 できる日

本語初級)/動画教材「遊べる学べる」/動画教材「トラベル学べる」

使用

教具
スライド（パワーポイント等）/フラッシュカード

評価

方法
パフォーマンス評価⇒ロールプレイ

学習

効果

(総括)

本国から参加している学生は回を重ねるごとに発話・聴解能力が向上した。不足して

いる語彙等については、一緒に授業に参加している日本にいる学生からも補助を受け

ることができ、ゆっくりであれば、学生同士互いにコミュニケーションをとることができるよう

になった。また、日本にいる学生も先輩の立場として積極的に授業に取り組む姿勢が

見られた。教員に対しても、ゆっくりであれば、話題に沿った質問に答えることができるよ

うになった。改善点として、通信環境が悪い学生に対するケアがあげられる。不具合に

より配信から切断された学生に対し、該当箇所を再度説明をしなければならず、授業

に遅延が生じる。このような事態に対し、授業の進行を妨げることなく、該当学生をフォ

ローするシステムを構築することが今後の課題となる。

コースの概要

日本に入国している学生、及び未入国の学生に対し、日本の生活において必要不可欠となる「活きた日本語」を学んでもらう。また、テキストに沿った日本語の授業を展開するだけでなく、

写真や動画を採り入れ、実際に目にして体験することで、日本の町、観光地、さらには日本文化に親しみを感じ、理解を深めてもらう。このコースを通じて、学生たちが日本での生活や学習に

必要な日本語能力を身につけ、日本文化や風習を理解することで、より円滑にコミュニケーションができるようになることを目指す。

25グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル ハイブリッド 目的 進学 言語活動 話す（発表）

実践

内容

初級総合教材を活用した「話す（発表）」を中心にした指導。

文字・語彙・文法指導の後、それらを活用したスピーチの実施。

スライド等を活用したプレゼンテーション形式の授業。

教育機関名 アジアンインターナショナル コース名 ハイブリッド進学A2コース

受講人数 6名 受講生年代 10代/20代 受講生居住国 バングラデシュ/ネパール

授業の

ポイント

教材の会話例をもとに自分のことを発表した。自分が大変だったり困ったりしたのはどんなとき

だったかを発表し、そんな時はどんな表現を用いたら良いのかという意見を出し合い学びあった。

教材の会話例、表現例を応用し、文章を作り発表した。

ハイブリッドの状況を活かすため、教材の会話例をまずは教室にいる学生がペアになって読み、

次は教室とオンラインの学生がペアになり、更にオンラインとオンラインの学生がペアになって活を

した。実際に会えなくても日本語でつながっている一体感を感じることができた。オンラインの学生

は、すでに日本に住んでいる学生に日本の生活などについて質問していた。教師は学生が自分

のことをたくさん話せるように、活用の導入や語彙の導入もパワーポイントを使いながら、丁寧に

行った。会話例の語彙を一部入れ替えて自分のことや国のこと、家族のことが表現できるよう工

夫した。
選定

ポイント

具体的な目標設定をし、教科書・動画教材など複数の教材を活用して授業を行って

いる。ハイブリッド授業を行うことで来日前の学習者に日本語学校の授業の雰囲気を

感じてもらう。発表する学習者がスライド等を使用してプレゼンテーションを行うなどオンラ

イン授業のツールを利用した授業となっている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

レベル: A2 言語活動: 話す（発表）Can-do目標:「日本語教育の参照枠（報告）」p.44

(1)【総合的な口頭発話】人物や生活・職場環境、日課、好き嫌いなどについて、単純な記述やプレゼンテーションができる。

その際、簡単な語句や文を並べることができる。

(12)【聴衆の前での講演】身近な話題について、リハーサルをして、短い基本的なプレゼンテーションができる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(アルク出版 できる日

本語初中級、中級)/動画教材「遊べる学べる」/動画教材「トラベル学べる」

使用

教具
スライド（パワーポイント等）/ピクチャーカード

評価

方法
スピーチやプレゼンテーション/ロールプレイ

学習

効果

(総括)

教室にいる学生はオンラインの学生が間違ったりしても優しく訂正してあげるなど、自身

の理解度を深める良い機会になった。オンラインで現地にいる学生の方が日本語能力

は若干劣っていたが、教室にいる学生とコミュニケーションをとるために頑張ろうという意

欲が見えた。オンラインの学生は日本に来る前に少しでも多くの日本語に触れようと、

積極的に参加し、発話ができていた。相手国のインターネット環境が悪く、うまく意思の

疎通ができない時があった。

コースの概要

日本に入国している学生、及び未入国の学生に対し、日本の生活において必要不可欠となる「活きた日本語」を学んでもらう。また、テキストに沿った日本語の授業を展開するだけでなく、

写真や動画を採り入れ、実際に目にして体験することで、日本の町、観光地、さらには日本文化に親しみを感じ、理解を深めてもらう。さらに、このコースを通じて、学生たちが日本での生活

や学習に必要な日本語能力を身につけ、日本文化や風習を理解することで、より円滑にコミュニケーションができるようになることを目指す。

26グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル ハイブリッド 目的 進学 言語活動 聞く

実践

内容

聴解用教材を活用した指導。

動画教材等を活用した指導。

場面別・機能別会話の聞き取り練習を通じて、語彙・表現等を習得。

教育機関名 アジアンインターナショナル コース名 ハイブリッド進学A2コース

受講人数 6名 受講生年代 10代/20代 受講生居住国 バングラデシュ/ネパール

授業の

ポイント

聞く前にまず絵を見て、どこにいてどんなことを言うと思うか、を推測させた。その後教材の音声を

聞いて、パワーポイントを利用し、どのようなことを言っていたのか内容の理解度を確認した。

東京の地名が多く出てきたので、写真を見せながら教師が説明したところ、とても興味深そうに

聞いていた。学生間の発言をお互いによく聞き、必要であれば助け合っていた。

教材の聴解問題では、オンラインの学生は聞き取りにくそうにしていたため、教師がもう一度読

み上げるなどして理解を促した。問題の解答はまず教室にいる学生に答えさせ、答えが分かった

ところで、言葉を入れ替えて読んだりして発展練習に取り組んだ。

動画教材では、事前に未習の語彙を導入して学習意欲をそぐわないように努めた。

選定

ポイント

A2レベルの学習者が動画教材の語彙等に制限のない生の日本語会話を聞き取るた

めに、授業の中で段階的に理解を確認するなど工夫がみられる。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

レベル: A2 言語活動: 聞く Can-do目標:「日本語教育の参照枠（報告）」p.27

(2) 【包括的な聴解】もし、発話がはっきりとゆっくりとした発音ならば、最も直接的な優先事項の領域（例、ごく基本的な個人や家族の情報、買い物、その地域の地理、仕事・雇用）に

関連した句や表現が理解できる。

(4)【広報・アナウンスや指示を聞くこと】短い、はっきりとした、簡単なメッセージやアナウンスの要点は聞き取れる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(アルク出版 できる日

本語初中級、中級)/動画教材「遊べる学べる」/動画教材「トラベル学べる」

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
ロールプレイ

学習

効果

(総括)

動画を視聴することによって、まだ行ったことがない日本への興味が増し、学習意欲の

向上につながった。教材の聴解問題は会話のスピードが速かったので最初は戸惑ってい

たが、何度も聞いたりシャドーイングすることにより、日本語の発音もよくなり、表現力も

ついた。オンラインでは発音が不明瞭で聞き取りにくく、何度も繰り返し聞き返したりし

なければならなかった。

コースの概要

日本に入国している学生、及び未入国の学生に対し、日本の生活において必要不可欠となる「活きた日本語」を学んでもらう。また、テキストに沿った日本語の授業を展開するだけでなく、

写真や動画を採り入れ、実際に目にして体験することで、日本の町、観光地、さらには日本文化に親しみを感じ、理解を深めてもらう。さらに、このコースを通じて、学生たちが日本での生活

や学習に必要な日本語能力を身につけ、日本文化や風習を理解することで、より円滑にコミュニケーションができるようになることを目指す。

27グッドプラクティス
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レベル A2 スタイル オンデマンド 目的 一般 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

初級総合教材を活用した事前学習の後の「話す（やりとり）」を中心とした指導実践

動画による語彙・文法の事前学習の後、それらを活用した会話を練習する指導実践

会話動画の事前視聴の後、語彙・表現等を解説する指導実践

教育機関名 仙台ランゲージスクール コース名 オンデマンド一般コース(A2)

受講人数 2名 受講生年代 20代/30代 受講生居住国 中国/ベトナム

授業の

ポイント

〇事前学習の動画が非常によく出来ており、積極的な動画視聴を通して学びを深める。

〇予習内容を思い出すため再度視聴するが、注目するポイントを明確にして視聴し、新たな

気付きを得る。

〇「日本人の会話のやり取り」「日本人の日常の一場面を体験する」ことで、話したい事柄が

自然に話せるような会話を目指す。

〇学習者同士の自然な会話から、母国と日本国との比較、お互いの国の比較から、会話を

発展させる事が出来る。

〇会話に教師も巻き込まれる場合、相手による話し方の違いにも気づける。

〇覚えたいフレーズは、文法解説や会話練習を通して身に着ける。

〇興味関心が深まることで動画視聴は広がりを見せ、日本国を知る事、日本語学習が意欲

的になっていく事が出来る。
選定

ポイント

受講生の事前学習を踏まえ、授業展開をしている。動画を活用することで受講生の積

極的な参加を促すことができている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

国籍の違う学習者同士が、自国と相手国の文化習慣、日本国の文化習慣に興味を持ち、授業を通してそれらに気付き、次にあげる点が出来ることを目標とする。

①聞きたい事、言いたいことを自然に話せるようになる。②２つの事柄を比べて言う言い方が出来るようになる。③聞きたい内容を質問する事が出来るようになる。④友達と話す表現と、

友達ではない人と話す表現を使い分ける事が出来るようになる。

使用

教材
日本語学習用のWEBサイトやオンライン教材(エリンが挑戦！にほんごできます。)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法

パフォーマンス評価⇒その他のパフォーマンス評価(教師の質問に答えたり、学習者同士

で会話する。)

学習

効果

(総括)

１、動画を通して気付いた点は、すぐに口をついて出て来た。また、目を見開いて画面を見る事や、
身を乗り出してもっと良く見ようとする等、言葉として出る以前の反応が見られ、積極的に学ぼ
うとしている事がわかった。反面、学習者の力では予習をしていても、注目点が明確にならない
のだと感じた。

２、聞きたい、知りたいからこそ、分からない言葉や疑問点もうやむやに出来ず、「わかりません」と
はっきり言う事が出来た。分からない事を知りたい場合、国内で学んでいる学習者のように自己
学習で解明することは無かった。辞書アプリの使用など、一歩踏 み込んだ示唆が必要かと
思った。

３、「練習問題」をAさんBさんの役割で会話してもらったが、完成度が高く、より自然な会話になっ
た。映像のおかげで積極的な学習が出来た。

４、動画の真似をして言ってみる、動画を発展させて学習者同士で会話する練習も行った。その
際、疑問を投げかけたり、言葉を拾って自分の意見を付け足したりする事が出来た。

５、どの映像を見ても話したい欲求が生まれ、自国との比較や自分の意見が出た。動画をすぐに
視聴できるオンライン授業の利点だと思う。学習者同士の意見交換も行われ、国の違いや文
化の違いにも気付きがあった。さらに、日本国への留学を控えていた学習者たちには、より日本
国が身近に感じられ、留学への期待が高まった。

コースの概要

渡日前の学習者が、日本語や日本に興味関心を持ち、積極的に学習を進められるようにしたい。また、予習した事柄が授業を通すことで、復習や新たな学習へとつながるような好循環を

生み出したい。 事前学習を経ての授業は、学習内容の理解に割く時間が少なくなり、一歩進んだ学習ができると考える。教師対学習者ではなく、学習者対学習者の会話が生まれ、

それは、自然で自由な会話になって欲しいと考える。
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レベル A2 スタイル オンデマンド 目的 一般 言語活動 その他

実践

内容
その他（日本人の生活が良く分かる動画だったので、動画を視聴しながら文化習慣を学ぶ）

授業の

ポイント

〇事前学習の動画が非常によく出来ており、動画を活用して、文化習慣や対人関係について

学ぶ。特に、上下関係での言い方の違いに気付ける。

〇予習内容を思い出すため再度視聴するが、注目するポイントを明確にして視聴し、新たな

気付きを得る。

〇「日本人の会話のやり取り」「日本人の日常の一場面を体験する」ことで、思ったことが口を

ついて出て来る事を目指し、母国と日本国との比較、お互いの国を比較して会話を発展させ

る事が出来る。

〇覚えたいフレーズは、文法解説や会話練習を通して身に着ける。

〇興味関心が深まることで動画視聴は広がりを見せ、日本国を知る事、日本語学習が意

欲的になっていく事が出来る。 選定

ポイント

オンデマンドを活用した授業展開となっている。動画教材を用いて日本語の表現と日

本文化を同時に学ぶことにより、学習者の学習動機、理解の促進につながっている。

教育機関名 仙台ランゲージスクール コース名 オンデマンド一般コース(A2)

受講人数 2名 受講生年代 20代/30代 受講生居住国 中国/ベトナム

授業の目標

(課題設定

Can Do)

国籍の違う学習者同士が、自国と相手国の文化習慣、日本国の文化習慣に興味を持ち、授業を通してそれらに気付き、次にあげる点が出来ることを目標とする。

①聞きたい事、言いたいことを自然に話せるようになる。②２つの事柄を比べて言う言い方が出来るようになる。③聞きたい内容を質問する事が出来るようになる。④友達と話す表現と、

友達ではない人と話す表現を使い分ける事が出来るようになる。

使用

教材
日本語学習用のWEBサイトやオンライン教材(エリンが挑戦！にほんごできます。)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）/フリップ

評価

方法

パフォーマンス評価⇒その他のパフォーマンス評価(教師の質問に答えたり、学習者同士

で会話する。)

学習

効果

(総括)

最大の効果は、リアルさを伴う動画を見た事である。学習者は、「生」の日本人との会話を非常に喜ぶ。学習した
言葉や文法が通じたときの満足感、それに伴う自信感は、何物にも代えられない。たとえオンラインだとしても、日
本国と繋がり、日本人先生と授業をする事は、この上ない喜びなのだと感じた。今回は、Wi-Fi状態が良い国の
学生を対象にしたが、個人宅ではなく、環境が良いと思われる日本語センターと繋いで、授業を行う事も試してみ
たい。
１、リアルさを伴う動画を見る事により、動画に入り込んで共に答えたり、気付きをつぶやいたり、自分の意見を
素直に言う事が出来た。例えば、日本人高校生がアルバイトする理由、アルバイトの種類、自国との違いを取
り上げる事が出来た。プレゼントをする場面では、自国のプレゼント事情と比較する面も見られ、違いを話す事
も出来た。説明を加えてから再視聴をしたり、見るポイントを指摘したりすると、事前学習では見逃していた点
に気付き、動画に対する理解も深まった。

２、「大切な表現」や「練習問題」も良く理解でき、AさんBさんという役割を与えた会話では、人物になりきって会
話練習をした。積極的な学習が出来たと思うし、事前学習が、理解の助けになっていると思われた。また、気
に入ったフレーズは、取り出して会話練習をした。発展練習も行った。学習者の「覚えたい」欲求を感じると共に、
定着が図れた。動機がはっきりしている事は、重要だと思った。

３、「いろいろな使い方」例には、親子や友人、恋人、先輩後輩、師弟といった人間関係、切り取られた場面に
違いがあった。上下関係で違う言い回しになる所では、動画が面白く、理解が進んだ。言葉遣いに気付くだけ
でなく、文化の違い、文化から生まれる日本語の使い方にも理解が深まった。

コースの概要

渡日前の学習者が、日本語や日本に興味関心を持ち、積極的に学習を進められるようにしたい。また、予習した事柄が授業を通すことで、復習や新たな学習へとつながるような好循環を

生み出したい。事前学習を経ての授業は、学習内容の理解に割く時間が少なくなり、一歩進んだ学習ができると考える。教師対学習者ではなく、学習者対学習者の会話が生まれ、

それは、自然で自由な会話になって欲しいと考える。
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レベル B1 スタイル オンデマンド 目的 一般 言語活動 話す（やりとり）

実践

内容

初中級総合教材を活用した事前学習の後の「話す（やりとり）」を中心にした指導実践

動画による語彙・文法の事前学習の後、それらを活用した会話を練習する指導実践

教育機関名 仙台ランゲージスクール コース名 オンデマンド一般コース（B1）

受講人数 4名 受講生年代 20代 受講生居住国 中国

授業の

ポイント

会話教材を事前に視聴してもらい、その動画の中の人間関係や、日本文化について話をしたり、

日本と受講者の国の文化の違いについて話したりした。

日本語力が高い受講生が多かったため、授業開始時以外は極力教師の発話を減らし、受講

生同士のやり取りを多くした。

選定

ポイント

初級会話動画教材の日本語表現そのものを学ぶことがメインではなく、動画を題材に、

人間関係や日本文化、母国の文化の違いを話す授業となっている点が評価できる。

事前に動画を視聴することで、リアルタイムの授業ではアウトプット中心の授業展開が

できている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

(話すこと やりとり B1.2) 「どう～たらいいですか」を使って、やり方を聞くことができる。 (話すこと やりとり B1.2) 「AとBとどちらが～ですか」「～は～より」「～のほうが（～より）」を使って、比べることができる。

(話すこと発表A2) 「～てしまいました」を使って、困ったことについて話すことができる。

(話すこと やりとり A1 1) 意向形を使って、友だちを誘ったり、提案することができる。「～くなる/～になる」を使って、変化について述べることができる。「～ないでください」を使って、気持ちを伝えることができる。

使用

教材

個人作成の教材（パワーポイントなどで作成）/市販の教材(エリンが挑戦！にほんごできます)/

日本語学習用のWEBサイトやオンライン教材(『エリンが挑戦！にほんごできます。』コンテンツライ

ブラリー、『みんなの日本語初級 本冊』実証事業版)

使用

教具
スライド（パワーポイント等）

評価

方法
その他⇒その他(授業全体を通して、個人の会話能力を評価基準とした。)

学習

効果

(総括)

「動画、見ましたか？」から授業がスタートして、「どんな人が出てきた？」「場所はどこ

だった？」「どうしてAさんは、Bさんに「○○」と言ったと思う？」「みんなだったらどうす

る？」など、教師からの説明よりも、小さな質問を多くすることで、受講生の声を多く聞

くことができた。そこから、受講生同士の意見の交換につなげることができた。日本語学

習に対して前向きな受講生が多かったため、事前視聴と、それに伴う予習ができていた。

コースの概要 動画教材を用い、日本人の日常会話の中の文法や、日本人の生活、日本文化を理解する。
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レベル A1 スタイル ハイブリッド 目的 一般 言語活動 話す（発表）

実践

内容

初級総合教材を活用した「話す（発表）」を中心にした指導実践

文字・語彙・文法指導の後、それらを活用したスピーチを行う指導実践

教育機関名 ITカレッジ沖縄 コース名 一般コース

受講人数 8名 受講生年代 10代/20代 受講生居住国 ネパール/日本

授業の

ポイント

・ハイブリット授業に関する工夫としてオンライン学習者と対面学習者が一度に見られるようオンライン上には

画面共有をし、教室にはその画面をモニターに投影した。

・コース・言語活動別の目的を達成するために行った工夫として、日常生活に関する質問をたくさんし、学生

から意見を引き出した。

例えばテーマとして、「わたしの好きな食べ物」について質問し、 「～で～がいちばん好きです。/～に～があ

ります。/ませんか？」の文型を使用し発表させた。

例）みなさんは、ネパールの食べ物で何が一番好きですか？私はモモが一番好きです。モモは、日本のぎょう

ざみたいです。モモの中に、肉や野菜があります。とてもおいしいですよ。今度一緒に、モモを食べに行きませ

んか。

・学習者の居住地や母語、理解度などに合わせて行った工夫や配慮として、必要に応じて日本でも話され

ている英語を使用したことで理解が深まった。また、学習者の身の回りについて話してもらう際や、講師から

日本文化を伝える際に、全員がイメージしやすいよう、iPadで写真を映したことで理解度が深まった。

選定

ポイント

対面・オンラインそれぞれで学ぶ受講生が理解しやすいようツールの利用の工夫がみら

れる。来日前の受講生が日本にいる同国人と日本語の練習を通して交流することで

来日への不安を解消できている。

授業の目標

(課題設定

Can Do)

自分の身の回りに関することや、おすすめ、意見等を日本語で言えることを目標とし、教科書に出て来た表現を使用して発表できるようになる。

例えば自分の好きな食べ物に関し、その食べ物を簡単な語彙を使って表現し、発表できる。

使用

教材
市販の教材(できる日本語初級（本冊）)

使用

教具
その他(iPad)

評価

方法
スピーチやプレゼンテーション

学習

効果

(総括)

授業では課の最後に習った文型を使用してまとまった文を作る宿題を課し、次の授業の初めに発表する場を

設けたことで、定着の確認と、日本語で話すことの楽しさを感じてもらった。また、教科書やワークブックの会話文

を一人、又はペアになって読み上げてもらったことで、日本語の文字に慣れ、スムーズに読めるようになった。

ハイブリットクラスでの工夫としてiPadのGood noteアプリを使用したことで、教科書をはじめ、対面で使用す

る絵カードを、iPad上に映したり、ある写真を見せたいときに瞬時に映し出せたりできた。ただ色々な教材を見せ

るために何度も画面を切り替えなくてはならず、学生の理解度に影響が出るのではないかと懸念した。かといって

画面を見せる時間を多くとると授業の進行が遅れるため、うまくバランスをとるのが課題である。学習者は全員ネ

パール人だったため、異文化交流はなかったが、日本にいるネパール人（対面）とネパールにいるネパール人（オ

ンライン）同士での会話も多くあり、特に、これから日本に留学予定の学習者にとっては、来日後のイメージがで

き、何かあったら頼れる人もできたという点から、とても有意義な時間だった。

コースの概要

日本語初級レベルの待機学生と日本に滞在している初級レベルの学生を、同時進行でどこまで進められるか実証するのを目的にコースを設定。

「話す」「聞く」「読む」「書く」の言語活動を通して日本語の基礎を学ぶ。

そこからテキストの内容を派生させ、講師と学生、また学生同士でも自然な会話になるよう指導し、日常生活において日本語で意見や感想、

自身の経験を話せるようになることを目標とする。毎授業、前回の復習を行い、学習の定着を図る。
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